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財産収入�
１億３,５３５万円（０.５%）�
分担金および負担金�
６,５８１万円（０.３%）�
地方特例交付金�
６,２１０万円（０.２%）�
自動車取得税交付金�
６,２０３万円（０.２%）�
寄附金�
５,４４９万円（０.２%）�
利子割交付金�
１,１５９万円（０.０%）�
交通安全対策特別交付金�
８９５万円（０.０%）�
配当割交付金�
７３４万円（０.０%）�
株式等譲渡所得割交付金�
１５０万円（０.０%）�

地方交付税�
１３６億３,８４０万円�
（５０.６%）�

公債費�
５７億８,５６８万円�
（２２.６％）�

民生費�
５１億４,７３０万円�
（２０.１％）�

教育費�
４１億７,１２１万円�
（１６.３％）�

土木費�
２８億４,０１４万円�
（１１.１％）�

総務費�
２７億２,６２２万円�
（１０.７％）�
�

市税�
３４億７,７８２万円�
（１２.９%）�

衛生費�
２０億８,５８７万円�
（８.２％）�

市債�
３１億６,４４０万円�
（１１.７%）�

国庫支出金�
２１億７,２２２万円�
（８.１%）�

県支出金�
１２億５,２８０万円�
（４.７%）�

繰越金�
８億４,８４０万円（３.２%）�

農林水産業費�
９億８,９５１万円（３.９％）�

消防費 ７億９,３８５万円�
（３.１％）�

議会費 ２億４,１６８万円（０.９％）�

労働費 １億１,５０５万円（０.４％）�

商工費 ４億１,０３７万円（１.６％）�
�

災害復旧費 ２億９,１４７万円（１.１％）�

繰入金�
８億６８３万円（３.０%）�

使用料および手数料�
３億３,０１２万円（１.２%）�

地方譲与税�
３億１,５５１万円（１.２%）�

地方消費税交付金�
３億４１１万円（１.１%）�

諸収入　２億４,７３５万円（０.９%）�

歳入�

歳出�
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平成 ��年度

　平成��年度の財政状況を取りま
とめましたので、その主な内容をお
知らせします。

決算の概要
　平成��年度の普通会計決算額は、歳入

���億�,���万円、歳出���億�,���万円で、

歳入決算額から歳出決算額を差し引い

た形式収支は��億�,���万円の黒字とな

っています。さらに形式収支から翌年度

へ繰り越す財源�億�,���万円を差し引

いた実質収支も、��億�,���万円の黒字

となっています。

平成 ��年度　主な事業
�思誠小学校改築事業
　 （思誠小学校校舎などの改築）
　　 �億�,���万円

�公立大学本館・体育館整備事業
　 （老朽化した公立大学本館・体育館の改築）
　　 �億�,���万円

�養護老人ホーム建設事業
　 （養護老人ホームの移転・新築整備）
　　 �億�,���万円

�道路新設改良事業
　 （市道４９路線、県道６路線）
　　 �億�,���万円

�塵芥処理施設整備事業
　 （ゴミ焼却施設の大規模改修）
　　 �億�,���万円

�感染症予防事業
　 （子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチンなどの予防接種）
　　 �億��万円

歳入総額 　���億�,���万円

歳出総額　���億�,���万円
※普通会計…公営事業会計以外の会計を総合して一つの会計としてまとめたもの。
　　　　　　新見市では、一般会計・診療所特別会計・住宅新築資金等貸付特別会計をいう。

平成 ��年度 普通会計の財政状況
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肉用牛特別導入事業基金 １億１２７万円�
生き生き健康アップ支援事業基金 ９,２６２万円�
温泉施設整備基金 ６,６００万円�
千屋牛ブランド化推進基金 ６,０７３万円�
スポーツ・文化振興基金 ５,０４９万円�
千屋ダム周辺地域振興基金 ４,９９８万円�
国際交流基金 ３,０４０万円�
奨学基金 ２,５２９万円�
高額療養費貸付基金 １,５００万円�
公園墓地整備事業基金 １,２５９万円�
ふるさとにいみ応援基金 ６２０万円�
減債基金 ４３６万円�
公設国際貢献大学校国際貢献基金 ３０１万円�

財政調整基金�
３６億４,５６６万円�

地域づくり振興基金�
２８億１,０４０万円�

かしのき基金 ２億６,３３１万円�
土地開発基金 ２億５,０００万円�

新見美術館美術品購入準備基金 １億４,４３８万円�

観光施設整備基金 ２億１,５５９万円�
新見美術館運営基金 ２億１,８０１万円�

診療所施設整備基金 １億５３８万円�

上水道事業（公営企業）の状況 （平成��年度下半期） 地方債の現在高

特別会計決算の状況 世帯・個人当たりの状況 （普通会計）

給　水　戸　数 ………………………………… �����戸
給　水　人　口 ………………………………… ������人
配　　水　　量 ……………………………… ��������
有　収　水　量 ……………………………… ��������
有　　収　　率 …………………………………… ����％
�日平均配水量 …………………………………… ������

主な建設改良事業
　下水道関連水道管移設事業  …………………  ���万円

費用の部収益の部

�億�����万円営業費用
（減価償却費・人件費など）

�億�����万円営業収益
（水道料金等）

�����万円営業外費用
（支払利息など）

�����万円営業外収益
（預金利息等）

�万円特別損失�万円特別利益

�億�����万円計�億�����万円計

当期（下半期）純損失　�����万円

差引額歳出総額歳入総額

�億�,���万円��億�,���万円��億�,���万円国民健康保険
（事業勘定）

���万円�億�,���万円�億�,���万円国民健康保険
（直営診療勘定）

�,���万円��億�,���万円��億�,���万円介 護 保 険
（保険事業勘定）

��万円�,���万円�,���万円介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

��万円�億�,���万円�億�,���万円後期高齢者医療

�,���万円�億�,���万円�億�,���万円簡易水道事業

�,���万円��億�,���万円��億�,���万円下水道事業

�,���万円�,���万円�,���万円観 光 事 業

���万円�万円���万円豊永財産区

��万円���万円���万円萬歳財産区

���万円�億�,���万円�億�,���万円農業共済事業

�億�,���万円���億���万円���億�,���万円計

市税の�
負担額�

決算額�

地方債の�
負担状況�

基金の�
現在高�

平成２４年３月末現在

世帯数…��,���世帯　人口…��,���人
（世帯数・人口ともに外国人を含む）

一世帯
���,���円

市民一人
���,���円

一世帯
�,���,���円

市民一人
���,���円

一世帯
���,���円

市民一人
���,���円

（　　　　 　　　　）（　　　　 　　　　）交付税補填分　�,���,���円
合計　　　　　�,���,���円

交付税補填分　���,���円
合計　　　　 �,���,���円

普通会計�
３９２億１,１８５万円�
（６３.４％）�

下水道事業特別会計�
１６９億９,１９５万円�
（２７.５％）�

簡易水道事業特別会計�
５１億５５万円（８.２％）�

国民健康保険特別会計�
（直営診療勘定）�
２,２０６万円（０.０％）�

その他（介護サービス施設）�
５億２,９８５万円（０.９％）�

総額  ���億�����万円

総額 ��億�����万円

一世帯
���,���円

市民一人
���,���円

����

基金の現在高 （普通会計）
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　前のページでは、平成２３年度の
決算状況をお知らせしましたが、
このページでは、平成１７年度以降
の財政状況の推移についてお知ら
せします。

決算規模の推移
　本市における決算規模（市民一人
当たり）の推移を見ると図�のとお
りですが、近隣他市と比較すると、
本市の決算規模が大きいことがわか
ります。
　これまで、ラストワンマイル事業
や防災公園などの大規模事業に取り
組んできましたが、事業実施に際し
ては、国・県補助金や合併特例債な
ど有利な財源を積極的に確保・活用
しているため、このような規模での
予算措置が可能となったものです。
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市債残高の推移
　市債（いわゆる市の借金）の残高について、その
推移を見ると図�のとおりです。
　平成��年度には、約���億円あった市債残高も、
繰上償還や借り入れの抑制などに努めた結果、平
成��年度末には約���億円まで削減することがで
きました。
　なお、本市では、資金の借り入れを行う場合で
も、後年度に普通交付税による補てんがあるもの
を借り入れているため、市債残高のうち、約�割
は普通交付税の算入があり、実質的な市の負担は
�割程度となっています。平成��年度末の市債残
高を例にすると、市民一人当たりに換算した場合、
総額では約���万円の負担ですが、普通交付税に
よる補てんがあるため、実質的な市民一人当たり
の残高は約��万円となります。

財政調整基金残高の推移
　財政調整基金（いわゆる市の貯金）
は、合併後、数年で枯渇する見込みで
したが、人件費の削減、市債の繰上償
還、歳出の削減などの行財政改革に
努めた結果、毎年、基金への積み立て
を行うことができており、平成��年度
末に約��億円であった基金残高は、
平成��年度末には、�倍となる約��
億円に達しています（図�参照）。これ
を市民一人当たりに換算すると、約��
万円となっています。
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財政指標の推移
　財政指標とは、地方自治体の財政状況を

判断するために用いる指標のことで、その

代表的なものとして、財政健全化法で定め

られた実質公債費比率（※�）や将来負担

比率（※�）などをはじめ、従前から財政の

弾力性を示す重要な指標として用いられ

てきた経常収支比率（※�）などが挙げら

れます。

　各指標の状況は、図�、図�、図�のとお

りです。

　実質公債費比率や将来負担比率につい

ては、国が示した基準値を大幅に下回って

いることに加え、年々、数値が改善してい

ます。

　また、平成��年度の経常収支比率は、県

下��市の中でも�番目に良い数値を示して

いる状況です。

まとめ
　本市の財政状況の推移をご覧いただ
きましたが、年を追うごとに着実に改善し
ており、安心していただけたのではない
でしょうか。
　しかし、国の動向は不透明な状況が続
いており、さらに合併後��年が経過した平
成��年度からは、歳入の約半分を占める
普通交付税の一部が段階的に削減され
るなど、今後の財政運営は厳しくなること
が予想されます。
　市では、今後も健全で安定した財政運
営を行いながら、新見市総合振興計画に
基づく各種施策を実施してまいります。

■問い合わせ先　財政課  （������）
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注）将来負担比率については、平成19年度に施行された「地方公共
　　団体の財政の健全化に関する法律」に基づき新たに設けられた
　　指標であるため、平成19年度以降の数値のみを示しています。�
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（※１）実質公債費比率…借入金の返済に要す
る費用（公債費）による財政負担を示すもので、
２５％以上で借り入れを行うことができる対象事
業が一部制限され、３５％以上で財政再生団体と
なり、財政再生計画を策定しなければならない。
（※２）将来負担比率…一般会計等における借
入金や将来支払っていく可能性のある負債が、
将来、財政を圧迫する可能性の度合いを示す指
標。市町村においては、３５０％を超えると財政健
全化計画を策定しなければならない。
（※３）経常収支比率…一般財源（経常一般財
源）のうち、人件費や扶助費、公債費のように、毎
年度経常的に支出される経費（経常的経費）に
充当されたものが占める割合。比率が低いほど
財政の弾力性が大きいことを示す。
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�人件費（普通会計決算）
人件費比率（���）人件費（�）実質収支歳出額（�）住民基本台帳人口（平成��年�月��日）

��.� ％�,���,��� 千円�,���,��� 千円��,���,��� 千円��,��� 人

�職員給与費（普通会計予算）

�人当たり給与費
（���）

給　　与　　費
職員数（�）

計（�）期末・勤勉手当職員手当給料

�,��� 千円�,���,��� 千円���,��� 千円���,��� 千円 �,���,��� 千円��� 人

※職員手当には退職手当を含んでいません。　※給与費は当初予算に計上された額です。

�一般行政職の級別職員数（平成２４年４月１日現在）

構成比職員数標準的な職務内容区分

  �.�%  �人部長の職務またはこれに相当する職務�級

  �.�% ��人支局長の職務、部次長の職務またはこれに相当する職務、参与の職務�級

 ��.�% ��人課長の職務またはこれに相当する職務、参事の職務�級

 ��.�% ��人課長補佐の職務またはこれに相当する職務、主幹の職務�級

 ��.�% ��人係長の職務またはこれに相当する職務、主査の職務�級

 ��.�% ��人主任の職務�級

  �.�% ��人主事、技師またはこれに相当する職務�級

 ��.�% ��人主事、技師またはこれに相当する職務�級

���.�%���人合　計

�職員手当（平成��年度支給実績）

�期末手当…����か月　
�勤勉手当…����か月
�退職手当　

�時間外手当

��,��� 千円支給実績（平成��年度決算）

  ��� 千円支給職員�人当たり平均支給年額（平成��年度決算）
勧奨・定年自己都合区分

�����月分�����月分勤続��年

�����月分�����月分勤続��年

�����月分�����月分勤続��年

�����月分�����月分最高限度額

������千円��,��� 千円
�人当たり
平均支給額

�その他の手当

配偶者、子どもなどの区分により �����～������円扶養手当

家賃の金額により ������円まで住居手当

交通機関利用者は ������円まで
自動車などの利用者は距離により �,���～��,���円

通勤手当

職級により ������～������円管理職手当

�職員の平均年齢・平均給料月額（平成２４年４月１日現在）

平均給料月額平均年齢

���,��� 円��.� 歳

（一般行政職）

平均給料月額平均年齢

���,��� 円��.� 歳

（技能労務職）

�初任給（平成２４年４月１日現在）

�年後の給料初任給区分

���,��� 円���,��� 円大学卒
一般行政職

���,��� 円���,��� 円高校卒

���,��� 円���,��� 円高校卒技能労務職

�ラスパイレス指数
全国新見市区分

��.���.�平成��年

��.���.�平成��年

��.���.�平成��年

��.���.�平成��年

��.���.�平成��年

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を　

　　���としたときの給与水準を示す指数です

新見市職員の新見市職員の
給与等の状況　　給与等の状況

　市職員の給与・手当などの状況については、給与条例や予算・決算などの

審議を通じて公表していますが、市民のみなさんにより一層のご理解をいた

だくため、現在の状況についてお知らせします。
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�特殊勤務手当

�� 千円支給実績（平成��年度決算）

�,��� 円支給職員 � 人当たり平均支給年額（平成��年度決算）

左記職員に対する支給単価主な支給対象業務手当の名称

日額 　　 ���円要保護者の調査、指導社会福祉主事手当

日額 　　 ���円伝染病の防疫、患者の収容防疫等作業手当

�回につき　 �,���円行旅死亡人の収容、処理死体処理手当

�体につき　�,���円火葬業務に従事
火葬業務手当

�体につき　�,���円火葬業務に従事（夜間）

�件につき　  ���円へい死した野良犬などの死体処理野良犬等死体処理手当

月額 　 �,���円結核患者の家庭を訪問しての保健指導保健指導業務手当

日額 　 �,���円除雪業務除雪業務手当

日額 　 �,���円入所者の死体処置入所者死亡処置手当

�特別職の報酬等（平成２４年４月１日現在）

給料月額等職名区分

�������円市　長
給料

�������円副市長

�������円議　長

報酬 �������円副議長

�������円議　員

�年齢別職員構成（平成２４年４月１日現在）

計
��歳
以上

��歳
～��歳

��歳
～��歳

��歳
～��歳

��歳
～��歳

��歳
～��歳

��歳
～��歳

��歳
～��歳

��歳
～��歳

��歳
～��歳

��歳
～��歳

��歳
未満

区　分

���人�人��人��人��人��人��人��人��人��人��人��人�人職員数

�.� ％職員全体に占める手当支給職員の割合（平成��年度）

�種類手当の種類（手当数）

�職員数の推移

平成��年からの増減数（率）平成��年平成��年平成��年平成��年平成��年平成��年平成��年平成��年区分

（△ ��.�％）△���人���人���人���人���人���人���人���人���人職員数

�部門別職員数（平成２４年４月１日現在）

主な増減理由
対前年 
増減数

職員数区分 
 部門 平成��年平成��年

� � � 議会

一
般
行
政
部
門

派遣終了による△ � �� �� 総務
派遣受入による△ � �� �� 税務
保育所入所児童増加による� �� �� 民生
ごみ・し尿処理施設改修事
業実施による

� �� �� 衛生

� �� �� 農林水産
事務の統廃合による△ � � � 商工
大型事業の実施による� �� �� 土木

� ��� ��� 小計
幼稚園児数減少による△ � �� �� 教育特　

　

別

行
政
部
門

欠員補充による� �� �� 消防
△ � ��� ��� 小計
� �� �� 水道公

営
企
業
等

会

計

部

門

事務の統廃合による△ � �� �� 下水道
派遣受入終了による� �� �� その他

� �� �� 小計
� ��� ��� 合計

�職員の勤務時間（平成２４年４月１日現在）

勤務時間

�日：�時間��分　�週：��時間��分

年次有給休暇取得状況

����日

※平成��年平均取得日数

�職員の研修・勤務成績の評定

�職員の福祉・権利保護

�講座（延べ���人）職員研修

��講座（延べ���人）派遣研修

自己申告票及び適性調査票、
人事評価（管理職で試行中）

勤務評定

※平成��年度実績

なし勤務条件に関する措置要求

なし不利益処分に関する不服申立

※平成��年度実績

■問い合わせ先　総務課人事係（������）

平成��年度支給割合職名区分

�� ��月 分
市　長
副市長

期末
手当

�� ��月 分
議　長
副議長
議　員

支給時期算定方式職名区分

任期ごと���/���市　長

退職
手当

任期ごと���/���副市長

（単位：人）
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月　

日
�
に
、
ま
な
び
広
場
に
い
み
を

１１

１１

会
場
に
�
極
上
の
秋
を
召
し
上
が
れ 

Ａ
級
の

誇
り
「
新
見
Ａ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
２
０
１

２
」
�
を
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
、
初
め
て
こ
の
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
市
内
外
か
ら
５
、
０
０
０
人

を
超
え
る
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

千
屋
牛
や
キ
ャ
ビ
ア
な
ど
新
見
市
が
誇
る
Ａ

級
食
材
を
ご
堪
能
い
た
だ
く
と
と
も
に
地
元

特
産
品
の
販
売
な
ど
も
行
い
大
好
評
で
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
フ
ェ
ア
を
行
な
っ
た

こ
と
で
全
国
展
開
に
結
び
つ
い
た
商
品
も
あ

り
、
新
見
市
の
食
材
が
全
国
で
注
目
を
浴
び

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
フ
ェ
ア
は
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で

千
屋
牛
丸
太
焼
き
や
新
見
市
の
Ａ
級
食
材
を

使
用
し
た
イ
タ
リ
ア
料
理
シ
ョ
ー
を
行
い
、

ご
来
場
の
皆
様
に
試
食
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
新
見
高
等
学
校

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
昨
年
大
変
好
評
で
あ
り

ま
し
た
千
屋
牛
肉
が
半
額
に
な
る
福
引
き
抽

選
会
を
回
数
を
増
や
し
て
行
い
ま
す
。
各
出

店
ブ
ー
ス
に
お
き
ま
し
て
は
、
観
光
協
会
加

盟
店
に
よ
る
こ
だ
わ
り
の
特
産
品
が
数
多
く

販
売
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
新
見
市

が
誇
る
極
上
の
秋
の
味
覚
を
お
楽
し
み
い
た

だ
け
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
フ

ェ
ア
も
最
高
潮
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
千
屋
牛

肉
や
地
元
特
産
品
が
当
た
る
、
お
楽
し
み
抽

選
会
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
に
よ
り
、
全
国
に
「
新
見
市

に
Ａ
級
グ
ル
メ
あ
り
」
と
情
報
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
、
新
見
市
が
誇
る
Ａ
級
食
材
が
産

業
振
興
や
観
光
振
興
に
繋
が
る
も
の
と
大
き

な
期
待
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆

様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
に
お
け
る

空
き
家
の
有
効
活
用
と
定
住

促
進
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
に
空
き
家
情
報
バ
ン

ク
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
と
は
、

将
来
的
に
使
用
し
な
い
空
き
家

の
情
報
を
登
録
し
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
す
る
こ
と

に
よ
り
、新
見
市
に
定
住
・
移
住

し
た
い
人
か
ら
の
住
居
の
問
い

合
わ
せ
に
お
応
え
す
る
も
の
で

す
。

　

市
内
で
売
っ
た
り
貸
し
た
り

し
て
も
よ
い
と
い
う
住
宅
を
お

持
ち
の
人
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
登
録
数

　
　
　
　
　
　
　

（　

月
末
現
在
）

１０

 

�
賃
貸
３
件（
う
ち
成
約
１
件
）

 

�
売
買
９
件（
う
ち
成
約
１
件
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
政
策
係

　

（
�
�
６
１
１
４
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�

�
�
��
��

貸
し
た
い
人
、売
り
た
い
人
、お
待
ち
し
て
い
ま
す　
！！

ご連絡、お待ち

しています！
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“極上の秋を召し上がれ”

日時：日時：����//��������������������������������

場所：場所：����������������
　新見市には千屋牛やキャビア、ピオーネをはじめ、この他にも数多くの高級(Ａ級)食材があ
ります。私たちは、意外にもこれら身近にある食材を見落としているかもしれません。 
　このイベントは、これらの誇れる食材をみなさんに味わっていただき、新見市が高級食材
の宝庫であることを市外にも広くＰＲすることで、交流人口の増加や産業の振興、あるいは
観光振興につながることを期待して開催します。 
　みなさんお誘い合わせのうえ、ぜひご来場ください。

【特産品販売出店ブース】 

�哲西郷趣前水上 �こめ工房 �ＴＥＴＴＡ㈱
�新見漁業協同組合 �㈱哲多すずらん食品加工
�哲多食源の里祥華 �足立石灰工業㈱ 
�新見ラーメンいぶき �㈱伯備 �寿司一
�阿新農業協同組合 �㈲哲多和牛牧場 �にいみ茶屋
�㈱クニファーム �手打ちそばかたくり庵
�カフェレストランカヴァティーナ
�新見食肉 �新見小売酒販組合 �㈱本多食品事業
�㈱アクティブ哲西 �㈲中山精肉店 �㈱さつき屋
�アーリーモーニング �㈱きらり �新見永久物語

オープニング式典

新見高校吹奏楽部演奏

特産品販売出店ブースインタビュー

千屋牛詰め合わせ５０％ＯＦＦ抽選会１回目

Ａ級食材を使ったイタリア料理ショー
・千屋牛丸太焼きショー
・キャビアオードブル
・スープリゾット

A級グルメ試食会���������	
��

千屋牛詰め合わせ５０％ＯＦＦ抽選会２回目

千屋牛詰め合わせ��％ＯＦＦ抽選会�回目

お楽しみ抽選会

終了

タイムスケジュール

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

会場・駐車場案内図

■問い合わせ先　商工観光課商工観光係（��６１３６）
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【
主
な
内
容
】

○
地
域
補
助
事
業
（
公
会
堂
施
設

整
備
補
助
事
業
）
…
４
７
０
万
円

○
Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
防
犯
灯
設
置
補
助
金

　

…
４
５
０
万
円

○
熊
谷
認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備

　

事
業
…
４
０
０
万
円

○
地
域
活
性
化
事
業
（
プ
レ
ミ
ア

　

ム
付
商
品
券
発
行
助
成
）

　

…
６ ,
２
４
４
万
円

○
災
害
復
旧
費

　

…
３
億
３ ,
５
７
５
万
円

○
土
木
施
設
維
持
修
繕
事
業

　

…
７ ,
２
９
０
万
円

■
年
金
額
２ .
５
％
の
削
減
の
中

止
を
求
め
る
意
見
書

　

政
府
が
進
め
て
い
る
「
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
」
の
中
で
、

年
金
に
お
け
る
本
来
水
準
と
特
例

水
準
の
差
２ .
５
％
を
解
消
す
る

　

市
議
会
９
月
定
例
会
が
９
月
３

日
か
ら　

日
に
か
け
て
開
催
さ
れ

２６

ま
し
た
。
今
回
上
程
さ
れ
た
議
案

は
、
決
算　

件
、
条
例
６
件
、
予

１３

算
７
件
、
そ
の
他
７
件
、
議
会
の

発
議
２
件
の
計　

件
で
し
た
。

３５

　

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
新
見
市
一
般
会
計

２３

歳
入
歳
出
決
算
や
新
見
市
診
療
所

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど　
１３

件
の
決
算
に
つ
い
て
認
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
は
、
歳
入

合
計
２
６
９
億
３
４
１
万
７ ,
２

１
０
円
、歳
出
合
計
２
５
５
億
４ ,

８
０
５
万
２ ,
１
０
０
円
、
差
引
残

高　

億
５ ,
５
３
６
万
５ ,
１
１
０

１３
円（
う
ち
財
政
調
整
基
金
編
入
額

５
億
２ ,
０
０
０
万
円
）で
し
た
。

【
主
な
内
容
】

○
総
合
防
災
訓
練
実
施
事
業

　

…
６
１
４
万
円

○
高
規
格
救
急
自
動
車
購
入
事
業

　

…
１ ,
７
４
３
万
円

○
公
立
大
学
本
館
・
体
育
館
整
備

事
業
…
４
億
９ ,
７
６
３
万
円

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
推
進
事
業

　

…
４ ,
４
９
２
万
円

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補

助
事
業
…
７
２
６
万
円

○
障
害
者
等
支
援
事
業

　

…
４
億
６ ,
５
３
３
万
円

○
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
事
業

　

…
４
億
８ ,
９
１
０
万
円

○
感
染
症
予
防
事
業

　

…
１
億
３
８
万
円

○
思
誠
小
学
校
改
築
事
業

　

…
８
億
７ ,
９
２
２
万
円

○
図
書
館
施
設
整
備
事
業

　

…
４ ,
６
１
１
万
円

○
ふ
る
さ
と
特
産
物
育
成
対
策
事

業
…
１ ,
５
４
４
万
円

○
道
路
新
設
改
良
事
業

　

…
８
億
１ ,
８
９
１
万
円

○
観
光
施
設
整
備
事
業

　

…
６ ,
１
１
３
万
円

○
観
光
イ
ベ
ン
ト
実
施
事
業

　

…
８
４
４
万
円

■
新
見
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

　

国
の
省
令
改
正
に
伴
い
、
電
気

自
動
車
の
急
速
充
電
設
備
を
対
象

施
設
に
追
加
す
る
な
ど
、
所
要
の

規
定
を
整
備
す
る
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決
し

ま
し
た
。

■
新
見
市
防
災
会
議
条
例
及
び
新

見
市
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
伴

い
、
防
災
会
議
の
所
掌
事
務
の
見

直
し
や
委
員
の
追
加
な
ど
を
行
う

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

２４

　

算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
６
億

１ ,
５
０
１
万
円
を
追
加
し
、総
額

２
３
２
億
３ ,
２
１
６
万
円
と
す

る
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

議会�
レ ポ ー ト �

�
決
算
関
係

平成��年�月
定例会

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

��
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�

�
予
算
関
係

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成　

年
２４

度
か
ら
３
年
程
度
か
け
て
年
金
額

２ .
５
％
の
削
減
を
行
お
う
と
し

て
い
る
事
に
対
し
て
、
削
減
を
行

わ
な
い
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
意

見
書
を
、
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に

提
出
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
速
や
か
な
取
調
べ
の
可
視
化

（
取
調
べ
の
全
過
程
の
録
画
）の

実
現
を
推
進
す
る
意
見
書

　

え
ん
罪
を
絶
ち
、
我
が
国
の
刑

事
司
法
制
度
を
国
際
人
権
法
の
水

準
に
見
合
っ
た
も
の
に
改
革
す
る

中
で
、
密
室
で
の
取
調
べ
に
伴
っ
て

発
生
す
る
捜
査
官
の
自
白
強
要
や

虚
偽
自
白
な
ど
に
よ
る
え
ん
罪
が

現
在
も
後
を
絶
た
な
い
状
況
で
す
。

え
ん
罪
を
防
止
す
る
た
め
、取
調
べ

の
可
視
化
（
取
調
べ
の
全
過
程
の
録

画
）
の
実
現
を
推
進
す
る
意
見
書

を
、
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
提
出

す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

�
条
例
関
係

決
算
第
１
号　

平
成　

年
度
新
見
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算 

 

２３

陳
情
第　

号　

年
金
額
２ .
５
％
の
削
減
の
中
止
を
求
め
る
陳
情 

 

２８

�
議
会
の
発
議
関
係

�
議
案
の
賛
否
（
賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
の
み
）

陳
情
第　

号
��

決
算
第
�
号

議員名

議
席
番
号

×○杉本　美智子1

○○村上　　伸祐2

○○難波　　孝一3

○○藤澤　　正則4

○○塚本　　陽満5

○○小郷　　昌一6

○○山口　　康史7

○○津島　　大孝8

○○林　　　光和9

×○塩飽　　満路10

××橋本　　亨子11

○○串馬　　邦夫12

○○才田　　靖郎13

○○面田　　照雄14

×○仲田　　康豊15

○○榎　　日出男16

○○山本　久美子17

○○杉　　　修次18

○○前田　　忠志19

○○坂口　　正視20

○○池田　一二三21

※「○」は賛成、「×」は反対

■問い合わせ先　議会事務局（������）



����������
��������������

　

市
民
運
動
公
園
を
、よ
り
多
く
の
人

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、親
し

み
や
す
く
、覚
え
や
す
い
愛
称
を
募
集

し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

専
用
の
応
募
用
紙
に
、
愛
称
（
ふ

り
が
な
）、
愛
称
の
説
明
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
応

募
用
紙
設
置
場
所
へ
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、郵
送
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
前
記
の
必
要

項
目
が
記
入
さ
れ
て

い
れ
ば
、
ハ
ガ
キ
で

の
応
募
も
可
能
で
す
。

※
用
紙
１
枚
に
つ
き
愛

称
１
点
と
し
ま
す
。

一
人
３
点
ま
で
応
募

で
き
ま
す
。

■
応
募
用
紙
設
置
場
所

　

ま
な
び
広
場
に
い
み
、

市
役
所
総
合
窓
口
、
各
支
局
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
体
育
館

※
新
見
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
期
間

　
　

月
１
日
�
〜　

月　

日
�　

時

１１

１１

３０

１７

　

必
着
（
当
日
消
印
有
効
）

■
愛
称
の
決
定
・
発
表
方
法

　

応
募
作
品
の
中
か
ら
１
点
を
選
考

し
決
定
し
ま
す
。
結
果
は
、
平
成

　

年
市
報
３
月
号
お
よ
び
市
ホ
ー

２５ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

■
そ
の
他

�
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。採
用
さ
れ
た
愛
称
に
つ
い
て
複

数
の
人
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
。

�
採
用
さ
れ
た
作
品
の
一
切
の
権
利

は
新
見
市
に
帰
属
し
ま
す
。

�
今
回
の
募
集
に
関
し
て
応
募
者
か

ら
取
得
し
た
個
人
情
報
は
、募
集
の

目
的
の
み
に
使
用
し
ま
す
。

※
そ
の
他
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
８
�
８
５
０
１

　

新
見
市
新
見
３
１
０
番
地
３

　

生
涯
学
習
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

（
�
�
６
１
４
８
）

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　市では、老朽化が著しい現

在のし尿処理施設を更新し、

自然と調和し快適なうるおい

のあるまちづくりを推進する

ために、新たな「汚泥再生処

理センター」を平成２５年度～

２７年度に整備する予定です。

　この整備事業に参加するプ

ラントメーカーを募集します。

※詳しくは、市ホームページ

をご覧ください。

■問い合わせ先

　廃棄物処理センター

　（��２９７１）

������
�������
�������
������

　市街地循環バスの北進路線は、これまで江道橋停留所、江道町

停留所を経由して新見駅に乗り入れていましたが、１１月２０日から

は、御茶屋橋停留所、昭和町停留所を経由して新見駅に乗り入れ

る路線に変更されます。

　これは、

①江道橋・江道町停留所の利用者が少ないこと

②昭和町地内に商業施設・金融機関などが集中しており、利用者か

らも運行の要望が多いこと

などから、「新見市地域公共交通会議」での協議の結果、路線を変

更することにしたものです。

　　（北進経路）【変更前】

　　渡辺病院前→江道橋→江道町→太田病院前

　　（北進経路）【変更後】

　　渡辺病院前→御茶屋橋→昭和町→太田病院前
� ������� � ������

　なお、この路線変更に併せ、一部運行時刻も変更されます。

変更後の運行時刻については、運行時刻表でご確認ください。

■問い合わせ先　生活環境課生活交通係（��６１２２）

　　　　　　　　備北バス�新見営業所（��０６２５）

�

�������
��������
��������������������



������������
������������

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
	

�
�
�
�

�
��

�
��

�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��



�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
��
��
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
	
�
�

�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�



��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�

�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�




�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


	
�
�
�

�������������

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


	
�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
��

�
�
�
�
�
	


�
�


�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
��

�
�
��

�
�
�
�
	

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

����������������	�������

�������������������	
�

����������������
��� �� ��� �
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��������	
��������	
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����������������������

������ �� �

０�
計１,３９８�
H２１年�

市内搬送� 市外搬送� ドクターヘリ搬送�

計１,３９８�
H２２年�

計１,４３４�
H２３年�

６００�

１０００�

１２００�

１６００�

２００�

４００�

８００�

１４００� ３５� ５７� ６６�

５２６� ４９９� ４５０�

８３７� ８４２� ９１８�

�����

������������
����������	

���������������
������ �� �

�������������
��� ��� �

���������
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子
ど
も
を
守
る
べ
き
保
護
者
が
、
子
ど

も
の
身
体
や
心
を
傷
つ
け
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。
大
人
が
「
し
つ
け
」
と
い
う
理
由

で
行
う
こ
と
や
、
子
ど
も
に
著
し
い
苦
痛

を
与
え
た
り
、
子
ど
も
の
成
長
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
場
合
は
「
虐
待
」
に
あ
た
り
ま

す
。

　

�
�
�
�
�
�

�
育
児
の
負
担
が
大
き
い

�
育
児
に
不
安
が
あ
る

�
体
調
が
悪
い

�
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る　

な
ど

　

�
�
�
�
�
�
�

�
経
済
的
に
困
っ
て
い
る

�
身
近
に
相
談
す
る
人
が
い
な
い

�
夫
が
子
育
て
に
協
力
し
て
く
れ
な
い

�
地
域
や
親
戚
な
ど
と
交
流
が
な
く
、
孤

立
し
て
い
る　

な
ど

　

�
�
�
�
�
�

�
泣
き
や
ま
な
い
、か
ん
し
ゃ
く
が
激
し
い

�
病
気
な
ど
に
よ
る
ケ
ア
が
必
要　

な
ど

　

子
ど
も
の
虐
待
は
、
子
ど
も
の
生
命
に

危
険
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
心
に
も
深

い
傷
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
域
全

体
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
虐
待
の
防
止
や

早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。　

　

虐
待
か
も
…
と
気
づ
い
た
ら
、
相
談
・

通
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
一
報
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が

い
ま
す
。

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課
（
�
�
６
１
１
５
）

　

健
康
づ
く
り
課
（
�
�
６
１
２
９
）

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

（
�
�
６
１
４
６
）

　

倉
敷
児
童
相
談
所

　

（
�
０
８
６
―
４
２
１
―
０
９
９
１
）

　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

（
�
０
５
７
０
―
０
６
４
―
０
０
０
）

���������������

���������	
��
�

��������	
��
��

��������

���������������
����������	
����
���

（平成��年度「児童虐待防止推進月間」（標語））

虐
待
の
起
こ
る
背
景

主
な
要
因
と
は
？

子
ど
も
の
虐
待
と
は
？

身体的虐待 心理的虐待

ネグレク ト 性的虐待

�後遺症を残したり、死に
至ることもあります。

�子どもの心に不安やお
びえなどを引き起こします。

�発育・発達が遅れたり、
栄養失調や脱水症状など
から死に至ることもあります。

�子どもの心身に大きな
傷を残します。

殴る、ける、投げ落とす。
など  

怒鳴る、言葉で脅かす、無
視する、きょうだい間の差
別的な扱いをする。　など

学校へ行かせない。食事を
与えない、身体や衣服を不
潔なままにする。　など

わいせつな行為の強要、
性的ないたずらをする。
など 
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住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
低
減
す

る
目
的
で
、
平
成　

年
６
月
か
ら
全
て

２３

の
住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
今
年
６
月
１
日
時
点
の
本
市
の

設
置
率
は　
 .
０
％
（
国
推
計
値
）
で

９１

県
内
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
設

置
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、
早
期
に
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
義
務
化
に
よ
り
悪
質
な
訪
問

販
売
や
詐
欺
な
ど
の
報
告
が
全
国
か

ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
額
な
も
の

や
粗
悪
品
を
買
わ
さ
れ
る
な
ど
の
被

害
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
設
置
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
定
期
的
な
作
動
確
認
（
ひ
も
を
引

く
、
ボ
タ
ン
を
押
す
な
ど
）
と
交
換
期

限
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。（
有
効
期

限
の
表
示
確
認
ま
た
は
異
常
警
報
が

出
た
時
）

��
��������

��������������

　この運動は、これから冬にかけて火を使う機
会が増え火災が発生しやすい時季を迎えるにあ
たり、火災の発生を防止し死傷者や財産の損失
を防ぐことを目的として実施されます。
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住
宅
火
災

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

�
�
�
�
�

�
�
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�
�
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老
朽
化
し
た
消
火
器
は
、
破
裂
事
故

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
家

庭
で
の
消
火
を
効
果
的
に
行
う
た
め

に
安
全
な
「
住
宅
用
消
火
器
」
の
設
置

を
お
勧
め
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

小
規
模
火
災
の
消
火
用
と
し
て
使

用
す
る
も
の
で
、
消
火
器
の
代
替
品
で

は
な
く
補
助
的
な
役
割
を
果
た
す
も

の
で
す
。

　

購
入
さ
れ
る
場
合
は
、

「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」
ま
た
は

「
住
宅
防
火
安
心
マ
ー

ク
」の
表
示
が
あ
る
も
の

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、エ
ア
ゾ
ー
ル
式

簡
易
消
火
具
の
一
部
に

不
具
合
（
亀
裂
・
破
裂

事
故
）が
報
告
さ
れ
回
収

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
�
�
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

家
庭
の
ご
み
や
事
業
系
の
ご
み

を
焼
却
（
野
焼
き
）
す
る
こ
と
は
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

違
反
し
た
場
合
は
、
５
年
以
下
の

懲
役
も
し
く
は
１ ,
０
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
さ

ら
に
厳
し
い
罰
則
（
最
高
３
億
円
の

罰
金
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

稲
わ
ら
の
焼
却
や
た
き
火
な
ど

で
あ
っ
て
も
、
生
活
環
境
に
支
障
を

与
え
、
近
隣
か
ら
苦
情
が
あ
る
場
合

は
、
改
善
命
令
や
行
政
指
導
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
に
な
る
危
険
性
も
あ

る
た
め
、
野
焼
き
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

（
�
�
６
１
２
４
）

◆
回
収
さ
れ
て
い
る
商
品

　

「
ヤ
マ
ト
ボ
ー
イ
Ｋ
Ｔ
」「
Ｆ
Ｍ
ボ
ー

イ
Ｋ
」（
製
造
事
業
者
名：

ヤ
マ
ト
プ

ロ
テ
ッ
ク
（
株
））

※
平
成　

年　

月
か
ら
平
成　

年
７

１３

１１

１４

月
ま
で
に
製
造
し
た
も
の

�

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
地
震
な
ど
の
揺
れ
を
感
じ
た
と
き

に
火
が
消
え
る
「
耐
震
自
動
消
火
装

置
」

�
器
具
内
の
温
度
が
以
上
に
加
熱
し

た
と
き
火
が
消
え
る
「
加
熱
防
止
装

置
」

�
転
倒
す
る
と
火
が
消
え
る
「
転
倒
自

動
消
火
装
置
」

　

な
ど
の
安
全
装
置
の
つ
い
た
も
の

が
有
効
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
調
理
油
加
熱
防
止
装
置
（
天
ぷ
ら
油

過
熱
防
止
装
置
）

�
立
ち
消
え
安
全
装
置

�
消
し
忘
れ
防
止
装
置

　

な
ど
の
装
置
の
つ
い
た
も
の
が
有

効
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
課

　

（
�
�
２
１
１
９
）

○ 色には規制がありません
○ 詰替はできません
○ 耐用年数�～�年
　 （表示で確認できます）
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毎
年
１
月
１
日
現
在
で
土
地
・

家
屋
（
住
宅
・
店
舗
・
工
場
・

倉
庫
・
農
業
用
倉
庫
・
車
庫
な

ど
）
を
所
有
し
て
い
る
個
人
・

法
人
に
は
、
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

使
用
し
て
い
る
状
況
に
変
更

が
あ
っ
た
と
き
は
、
申
告
書
な
ど

の
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
必
要
な
場
合

�
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し

た
と
き

�
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

�
土
地
の
用
途
（
利
用
状
況
）

を
変
更
し
た
と
き

（
例
）畑
を
駐
車
場
に
変
更
し
た

　
　

な
ど

※
こ
れ
ら
の
届
け
出
が
遅
れ
る

と
、
一
度
に
多
く
の
固
定
資

産
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た

り
、
納
め
す
ぎ
た
税
金
の
還
付

が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
資
産
税
係

　

（
�
�
６
１
１
７
）

�
�
�
�
�
�
�
�

�
平
成　

年
１
月
１
日
か
ら
９
月　

日
ま
で
の
間
に
国
民

２４

３０

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
…
平
成　

年　

月
上
旬

��

��

　
�
平
成　

年　

月
１
日
か
ら　

月　

日
ま
で
の
間
に
今
年

２４

１０

１２

３１

は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

　

…
平
成　

年
�
月
上
旬

��

　
■
証
明
書
の
発
行
先

　

日
本
年
金
機
構
本
部

■
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所

　

�
０
８
６
６
�
０
５
７
２

　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

（
平
成　

年　

月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日
）

２４

１１

２５

１５

　

�
０
５
７
０
―
０
７
０
―
１
１
７

表
」
を
作
成
し
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
の
際
に
「
収
支
内
訳

準
備
表
」
を
作
成
し
て
い
な
い
場
合

は
、
各
会
場
で
作
成
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

「
収
支
内
訳
準
備
表
」は
新
見
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
〔
保

険
・
年
金
・
税
金
〕
↓
農
業
所
得
の

申
告
方
法
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
か
、
税
務
課
・
各
支
局
・
各
市
民

セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
Ｊ
Ａ
阿
新

広
報
誌
「
あ
し
ん
」　

月
号
に
同
封

１２

さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係（
�
�
６
１
１
７
）

�
�
�
�

�
�
��
��
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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農
家
の
み
な
さ
ん
も
、
事
業
を
さ
れ
て
い
る
人
と
同
じ
よ

う
に
、「
収
入
金
額
」
か
ら
「
必
要
経
費
」
を
差
し
引
い
て

所
得
金
額
を
計
算
す
る
「
収
支
計
算
」
で
申
告
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
金
額
と
は

�
農
産
物
の
販
売
代
金
（
米
、
野
菜
、

果
樹
、
牛
な
ど
）

�
自
家
用
消
費
の
農
産
物
（
保
有
米
、

自
家
消
費
野
菜
や
果
樹
な
ど
）

�
共
済
等
補
て
ん
金 

ほ
か

必
要
経
費
と
は

�
農
業
の
た
め
の
種
苗
、
肥
料
農
薬
、

飼
料
、
農
機
具
購
入
、
修
理
、
刈

り
取
り
、
乾
燥
、
燃
料
、
作
業
用

衣
類
、
諸
材
料
な
ど
の
費
用

　

申
告
会
場
に
は
、
こ
れ
ら
収
入
金

額
と
必
要
経
費
（
領
収
書
な
ど
を
添

付
）を
記
入
し
た「
収
支
内
訳
準
備

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

平
成　

年
�
月
�
日
か
ら　

月　

日
ま
で
に
納
付
さ
れ

��

��

��

た
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
が
、
所
得
税
や
住
民
税
の
申

告
に
お
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、支
払
っ 
た 

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

※
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
も
、

社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。　

 
届
け
出
が
必
要
で
す    

�
��
・ 
�
�
�

�
�
�
変
更
�

��
�
�
�
�

��
�
�
�
�
����
���
�
���
�
�

���

���

���
�
�
�
��が
�
��
さ
れ
ま
す

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
〜

�
�
�
�

�

�

�

��������
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▼ 
市
税
収
入
の
状
況

　

市
税
の
年
間
収
入
額
は
約　

億
円
で
、
行
政

３４

サ
ー
ビ
ス
の
経
費
を
ま
か
な
う
た
め
の
重
要
な

自
主
財
源
で
す
。

　

市
税
収
入
の
健
全
な
確
保
が
重
要
で
す
が
、

納
期
を
過
ぎ
た
市
税
に
つ
い
て
納
付
指
導
や
滞

納
整
理
を
行
っ
て
も
１
０
０
％
の
納
付
に
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

全
力
を
挙
げ
て
滞
納
整
理
に
取
り
組
み
、
収

納
率
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

  
▼
滞
納
整
理
の
強
化

　

市
税
の
収
納
率
向
上
を
図
る
た
め
「
新
見
市

滞
納
対
策
特
別
本
部
」
を
設
置
し
、
未
納
税
額

に
対
す
る
徴
収
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
　

月
を
市
税
滞
納
整
理
強
化
月
間
と
し
て
、

１１
未
納
者
に
対
し
て
徹
底
し
た
財
産
調
査
（
不
動

産
、
預
貯
金
、
給
与
、
家
賃
、
掛
売
金
な
ど
）

や
戸
別
訪
問
を
行
い
、
納
付
相
談
・
指
導
を
強

化
し
ま
す
。
そ
し
て
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、

差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

 
▼
滞
納
整
理 
の 
対
象

　

市
税
に
限
ら
ず
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
水
道
使
用
料
、
下
水
道
使
用

料
な
ど
の
公
共
料
金
に
つ
い
て
も
納
付
相
談
・

指
導
を
行
い
ま
す
。

 
▼
休
日
納 
税
相
談

　

休
日
の
納
税
相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

�
日
時　
　

月　

日
�　

�
時　

分
〜　

時

��

��

��

��

�
場
所　

市
役
所
税
務
課

※
市
税
な
ど
の
納
付
も
、
納
付
書
を
ご
持
参
い

た
だ
け
れ
ば
可
能
で
す
。

　
■
問
い
合
わ
せ
先

　

滞
納
対
策
特
別
本
部
事
務
局

　

（
税
務
課
収
税
係
内　

�
�
６
１
１
６
）

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

��
��
��
��
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

��

月
は
市
税
滞
納
整
理
強
化
月
間

��

■問い合わせ先　新見税務署（������）

������
����

��������
　平成��年分の年末調整の仕方および法定調書の提
出方法などについて、説明会を開催します。
　説明会に出席の際には、お送りした案内状に整理番
号および源泉徴収義務者名を記入の上、会場へ持参し
てください。

開催日……��月��日�
開催場所…新見商工会議所 ��階 （新見市高尾�������

��������
　毎月の源泉所得税の納
税には、簡単なクリック
操作で即時または期日を
指定して納付することが
出来るダイレクト納付を
ご利用ください。

�������������	
��
��
����

������������	�
��������
　新見租税教育推進協議会に応募いただいた「税に関
する小学生の習字」および新見阿哲納税貯蓄組合連合
会に応募いただいた「中学生の税の作文・習字」の優
秀作品を展示します。ぜひご覧ください。

���������	
��
��―����―���
　国税庁ホームページのインターネット番組「Ｗｅｂ-Ｔ
ＡＸ-ＴＶ」で、国税庁の取組を紹介する番組を配信し
ています。ぜひご覧ください。
国税庁ホームページ（������������	）

���������
　タックスアンサーは、税に関するイ
ンターネット上の税務相談室です。よ
くあるご質問に対する回答を税金の
種類ごとに調べることができます。ま
た、キーワードによる検索もできます。

場所日程内容

にいみプラザ��月�日�～��日�午前
習字・作文

サンパーク新 見��月��日�午後～��日�

�������

対象地域開催時間

  旧新見市内の法人徴収義務者の人��：��～��：��

  上記以外の人��：��～��：��

��������



������������
������������

����

��������	
クリスマス直前�

プロのセンスアップ講師が、ピンポイントアドバイス�

ココでしか聞けない限定セミナー�

■場所　　まなび広場にいみ　学習室　

■参加資格　��才以上の新見市在住・在勤の
　　　　　　独身男女

■定員　各講座��名

　　

■申込締切　男性：��月��日�
　　　　　　女性：��月��日�

■申込先　　企画政策課政策係（������）

今年のクリスマスは『年代別』の２部構成♪

素敵なアラサー＆アラフォーの独身男女の

みなさんに、楽しい食事と素敵な出逢いを

プレゼント！

■場所　Ryoutei（座・スタジアム）
　　　　岡山市北区奉還町２丁目５－２３
■参加資格
　男性：対象年齢で新見市か高梁市に在住
　　　　もしくは在勤の独身の人
　女性：対象年齢で独身の人
■定員　それぞれ男女各１５名
■参加費　男性：３,５００円　
　　　　　女性：２,５００円
■申込期間　１０月１５日�～１２月３日�
■申込先
　『クリスマスカップリングパーティー』
　事務局（有限会社チアーズ）
　〒７１０－０００１　倉敷市三田７６－１
　� ０８６－４８４－００２０・  ０７８－３３０－００３９

■問い合わせ先　企画政策課政策係（������）

� � � � � � � � 	 
 � �


��参加無料参加無料



����������
��������������

���������	
��
��� � �《毎日》　�：��・��：��・��：��
��������	
��
�������　※��月��日まで放送　��《毎日》　�：��・��：��・��：��
���������	
��
����
������※��月��日まで放送　�《毎日》��：��・��：��・��：��・��：��・��：��　
���������	
��
���
�� � �《毎日》　�：��・��：��・��：��
��������	�
��
����� � �《毎日》　��：��・��：��・��：��・��：��
��������		
��
���������������《毎日》　�：��・�：��・��：��・��：��・��：��
��������	
���
�
��������������������� ! 《毎日》　��：��・��：��・��：��
��������	
���
�
������  《毎日》　�：��・��：��・��：��

��������	
��
�  　　《毎日》　��：��・��：��・��：��

��������	
��
���　 　　《毎日》　�：��・��：��・��：��

��������	
��
����������《毎日》　�：��・��：��・��：��
���������	
��
����������������《毎日》　�：��・��：��・��：��
��������	
��
����������《毎日》　�：��・�：��・�：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��
��������	
��
���������　　 《毎日》　��：��

※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせなど）を放送しています。

※「なつかしの映像　大名行列どげざまつり」（昭和３０年代の大名行列の映像）ＤＶＤは１枚３００円で発売中！
 ■問い合わせ先　企画政策課広報係（������）　

����������� ������

　■申し込み・問い合わせ先　都市整備課都計・住宅係（������）

��������	

■申込方法
　入居希望者は、都市整備課の備え付け用紙で、１１月１５日�１７時１５分ま
でにお申し込みください。 

　申し込みに際しては、所得制限などがありますので、くわしくはお問い
合わせください。
　申込者が募集戸数を超える場合の入居決定は、抽選とします。
　締め切り後、なお空き室がある場合には、３月末まで随時募集とします。

その他家賃募集
戸数面積構造規模団地名

単身者不可 
※募集する部屋は�階

������円～ ������円
(所得により決定します)

������
中耐�階建
�ＤＫ

金　谷
（旧県営住宅新見）

　■問い合わせ先　　生涯学習課文化振興係（��６１０８）

　牧阿佐美バレヱ団による「白鳥の湖」新見特

別公演を行います。

　チャイコフスキーによって作曲されたバレエ

音楽を用いたクラシックバレエを代表する作品

で、限りなく美しくも哀しい永遠の愛を描いた

不朽の名作です。

　この機会に一流の文化に触れてはいかがでし

ょうか。みなさんのご来場をお待ちしています。

■日時　��月��日（ 土 ）　���������
����������������������

■会場　まなび広場にいみ 大ホール

��������	
��
��

■チケット料金（全席指定）

　Ｓ席　８,０００円　Ａ席　５,０００円

　学生特別席　１,０００円（大学生以下）

■チケット取扱場所

　まなび広場にいみ受付、生涯学習課文化振興係

チケットの購入はお早めに！��������	�		�		�		�	����������������
まき あ さ み

������������

����

残席わずか



������������
������������

　■申し込み・問い合わせ先
　　〒７１８－８５０１　新見市新見３１０番地３
　　企画政策課広報係（��６１１４）、（��６２４３）

��������	
���
�

�������
������
　市では、男女共同参画社会を実現するため、
さまざまな取り組みを行なっています。
　今回は、次の講演会を行ないます。

■日時　��月�日（ 土 ）　�����������

���　まなび広場にいみ（学習室）

■内容　「老いと上手に付き合う」
　老いていく中で自分らしく生き続けるための工夫などに
ついて、学んでいただけます。

■講師　 天  田   城  介 さん
あま だ じよう すけ

　　　　(立命館大学大学院 先端総合学術研究科准教授)
■受講料　無料
■定員　３０名程度（先着順）
■申込方法　
　電話、ハガキ、ＦＡＸのいずれかで、①住所、
②氏名、③電話番号を記入してお申し込みく
ださい。

　※市ホームページからも申し込みできます。

■申込期限　１１月２９日�（定員になり次第終了）

����

������
��������	
�
����������	
�

��
��������

■内容　デジタルカメラからパソコンへの写真の取り込みと画像の

修正・加工

■対象　マウス操作ができ、デジタルカメラに興味がある人

■日時　��月��日�、��日�、��日�

　　　　時間はいずれも��：��～��：��

■会場　まなび広場にいみ�階パソコン教室

■参加費　�,���円（テキスト代別途）

■定員　��名（多数の場合は抽選）

■申込方法

　　講座名（パソコン講座��月「デジタルカメラの写真をパソコ

ンで楽しもう！」）、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を

記入して、ハガキまたは電話、ＦＡＸでお申し込みください。

また、まなび広場にいみ受付にも申込用紙を用意しています

ので、ご利用ください。

■申込締切　��月��日�

■申し込み・問い合わせ先　〒���－����　新見市新見���番地�

　生涯学習課生涯学習係　������・������

�����

　■問い合わせ先
　　生涯学習課生涯学習係（��６１４７）

���
����
■日程　平成��年 ��月�日 （ 水 ）
　������������	


����������	


����������

���　まなび広場にいみ
■対象者

　平成４年４月２日から平成５年４月１日ま

でに生まれた人で、新見市に住所がある人。

※対象者には１１月初旬に案内状を送付します

ので、届かない場合は早めにご連絡ください。

※市外就学者・就業者で、新見市に住所がない

人には案内状の送付を行いませんが、申し込

みを行うと出席できますので、ぜひご参加く

ださい。

　参加申込書は、まなび広場にいみ受付・市

役所総合窓口・各支局・各市民センターに

あります。

　■問い合わせ先
　　神郷公民館（��６１１０）

�����

��������
■日時　

���月��日（ 日 ）　�������

���

　神郷生涯学習センター

■内容

　�出演部門

　大正琴、日本舞踊、神楽、

　オカリナ演奏、尺八など

　�展示部門

　川柳、書道、水彩画、手芸、

　生花など

■入場料　無料

募集



����������
��������������

　

�
月　

日
か
ら　

月
�
日
ま

��

��

で
、
市
民
海
外
研
修
団
（
団
長：

柴
田
仁
新
見
市
副
市
長
の
ほ
か
、

市
内
の
中
学
�
〜
�
年
生
を
含

む　

人
）
が
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ

��
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
シ
ド
ニ

ー
タ
ウ
ン
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
、

現
地
の
学
校
に
も
通
い
語
学
研

修
を
受
け
る
な
ど
、
異
文
化
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

 
今 

い
ま 

井 　
 
杏  
奈 
さ
ん
（
哲
多
中
）

い 

あ
ん 

な

　

一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
パ

ー
ク
ラ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
へ
行
っ
た
こ

と
で
す
。
緊
張
し
て
自
分
か
ら
積
極

的
に
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
周
り
の
み
ん
な
が
笑
顔

で
話
し
か
け
て
く
れ
て
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

　

１
週
間
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
感

謝
し
ま
す
。

 
大  
日  
南 　
 
希 
さ
ん
（
哲
西
中
）

お
お 

ひ 

な 

の
ぞ
み

　

カ
ナ
ダ
の
人
の
温
か
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
英
語
が
早
す

ぎ
て
聞
き
取
れ
な
い
私
に
何
回
も
説

明
し
て
く
れ
た
り
、
紙
に
書
い
て
教

え
て
く
れ
た
り
、
と
て
も
親
切
に
し

て
も
ら
い
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

カ
ナ
ダ
で
の
貴
重
な
体
験
や
感
じ

た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
将
来
に
向
け
て

頑
張
り
た
い
で
す
。

 
佐  
藤 　
 
美  
純 
さ
ん
（
哲
西
中
）

さ 

と
う 

み 

す
み

　

感
動
と
感
謝
の
毎
日
で
し
た
。
飾

ら
ず
、
に
こ
や
か
に
迎
え
て
く
れ
た

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
。
青
空
の
下
、

色
鮮
や
か
な
花
々
が
咲
く
ブ
ッ
チ
ャ

ー
ト
ガ
ー
デ
ン
。
自
由
で
開
放
的
な

学
校
。

　

英
語
が
思
う
よ
う
に
話
せ
な
い
時

も
笑
顔
が
あ
れ
ば
十
分
通
じ
合
う
こ

と
も
分
か
り
、
素
晴
ら
し
い
経
験
が

で
き
ま
し
た
。

 
高  
橋 　
 
澪  
奈 
さ
ん
（
新
見
南
中
）

た
か 

は
し 

れ 

な

　

素
晴
ら
し
い
街
で
、
英
語
と
文
化

と
思
い
や
り
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
や

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
大
人
に
な
っ
た
ら

英
語
を
駆
使
し
て
も
う
一
度
カ
ナ
ダ

へ
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

 
田  
中 　
 
涼  
平 
く
ん
（
新
見
南
中
）

た 

な
か 

り
ょ
う 
へ
い

　

僕
は
、
カ
ナ
ダ
の
人
の
良
い
と
こ

ろ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
な

ど
が
と
て
も
親
切
に
し
て
く
れ
た
こ

と
。
も
う
一
つ
は
み
ん
な
の
笑
顔
が

素
敵
だ
っ
た
こ
と
で
す
。

　

素
晴
ら
し
い
経
験
が
で
き
た
こ
と

に
感
謝
し
ま
す
。

 
本  
多 　
 
紘  
一  
朗 
く
ん
（
新
見
南
中
）

ほ
ん 

だ 

こ
う 

い
ち 

ろ
う

　

英
語
を
積
極
的
に
話
し
、
た
く
さ

ん
の
人
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
や
さ
し

く
話
し
か
け
て
く
れ
た
の
で
、
英
語
の

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、
生
活
や

文
化
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
経
験
が
で
き
た
こ
と

に
感
謝
し
ま
す
。

 
大  
谷 　
 
奈  
央 
さ
ん
（
新
見
第
一
中
）

お
お 

た
に 

な 

お

　

初
め
て
海
外
に
行
く
の
で
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
が
と
て
も
優
し
く
迎
え
て
く

れ
た
の
で
、
不
安
も
消
え
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
英
語
を
学
ん
だ
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に

感
謝
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ

の
研
修
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
み
な

さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

 
岡  
崎 　
 
若  
奈 
さ
ん
（
新
見
第
一
中
）

お
か 

ざ
き 

わ
か 

な

　

「
絆
」
と
い

う
言
葉
を
改

め
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。
言
葉

が
通
じ
ず
と

て
も
不
安
で

カ
ナ
ダ
・
シ
ド
ニ
ー
タ
ウ
ン

カ
ナ
ダ
・
シ
ド
ニ
ー
タ
ウ
ン

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

カ
ナ
ダ
・
シ
ド
ニ
ー
タ
ウ
ン

カ
ナ
ダ
・
シ
ド
ニ
ー
タ
ウ
ン

し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
温

か
く
迎
え
て
く
れ
た
の
で
、
楽
し
く

充
実
し
た
５
日
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
心
で
分
か
り

合
え
る
こ
と
を
、
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

 
木  
下 　
 
捺  
 々
さ
ん
（
新
見
第
一
中
）

き
の 

し
た 

な 

な

　

こ
の
貴
重
な
１
週
間
を
私
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
引
率
の

先
生
、
市
の
職
員
の
方
、
そ
し
て
家

族
や
親
戚
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
経
験
を
将
来
何
倍
も

価
値
の
あ
る
も
の
に
し
て
み
せ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
舩  
越 　
 
史  
佳 
さ
ん
（
新
見
第
一
中
）

ふ
な 

こ
し 

ふ
み 

か

　

研
修
に
行
く
前
は
不
安
で
し
た
が
、

シ
ド
ニ
ー
の
人
が
と
て
も
親
切
だ
っ

た
の
で
、
１
週
間
楽
し
く
過
ご
せ
た

し
、
た
く
さ
ん
話
し
も
で
き
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ラ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
に
は
留
学

生
が
多
く
、
い
ろ
ん
な
国
の
人
が
英

語
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
を
見
て
、

も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
て
ま
た
こ
こ

に
来
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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まちやむらの�あ�れ�こ�れ�

い
。
蛇
は
「
ど
う
ぞ
お
先
に
」
と
ゆ
ず

っ
て
、
竜
が
５
番
。
蛇
が
６
番
に
な
っ

た
と
。

　

馬
は
足
は
速
い
ん
だ
け
ど
腹
が
減

っ
て
は
戦
が
で
き
ぬ
と
、
あ
っ
ち
の
道

草
食
っ
て
、
こ
っ
ち
の
道
草
食
っ
て
い

た
も
ん
で
７
番
。

　

羊
は
、
も
と
か
ら
日
本
に
い
た
わ
け

で
は
な
い
が
「
お
ら
の
よ
う
な
よ
そ
も

ん
が
行
っ
て
も
い
い
ん
だ
か
？
や
っ

ぱ
り
だ
め
だ
よ
な
あ
〜
で
も
行
く
だ

け
は
」
と
、
行
き
つ
戻
り
つ
し
て
い
る

う
ち
に
８
番
に
な
っ
た
と
。

　

犬
と
猿
も
朝
早
く
出
た
ん
だ
け
ど

角
で
ば
っ
た
り
行
き
会
っ
て
し
ま
っ

た
。
行
き
会
っ
た
ら
喧
嘩
し
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
取
っ
組
み
合
い
の
喧

嘩
を
し
て
い
た
が
、
そ
こ
へ
鶏
が
や
っ

て
き
て
「
何
を
し
て
い
る
ん
だ
、
早
く

行
か
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
ぞ
と
、
猿

の
尻
つ
っ
つ
い
た
り
、
犬
の
頭
あ
つ
っ

つ
い
た
り
し
た
も
ん
で
、
三
つ
巴
の
喧

嘩
に
な
っ
て
す
っ
か
り
遅
く
な
っ
て

し
も
う
た
。
そ
れ
で
猿
と
犬
が
並
ぶ
と

ま
た
喧
嘩
を
す
る
か
ら
と
、
な
か
を
と

り
も
っ
て
鶏
が
入
り
猿
、
鶏
、
犬
と
な

っ
た
。

　

日
が
沈
み
か
け
て
神
様
が
「
こ
こ
で

締
め
切
る
」
と
言
わ
れ
た
時
、
猪
突
猛

進
で
走
っ
て
来
た
の
が
猪
で
、
こ
れ
で

十
二
支
が
決
ま
っ
た
ん
だ
と
。

　

と
こ
ろ
が
、
猫
も
仲
間
に
入
り
た
か

っ
た
ん
だ
け
ど
、
神
様
の
家
に
集
ま
る

日
を
忘
れ
た
も
ん
で
ね
ず
み
に
「
い
つ

だ
っ
け
や
？
」
と
聞
い
た
ら
「
１
月
３

日
」
と
教
え
ら
れ
た
。
で
、
３
日
の
朝

早
く
神
様
の
門
の
前
で
待
っ
て
い
た

ん
だ
と
。
神
様
が
門
を
開
け
て
み
れ
ば

猫
が
い
た
も
ん
で
「
何
だ
お
め
え
は
、

何
し
に
き
た
？
」
問
わ
れ
た
猫
は
「
お

ら
の
年
も
こ
し
ら
え
て
も
ら
い
た
い

思
う
て
い
ま
す
」
と
言
っ
た
。
神
様
は

「
何
寝
ぼ
け
て
ん
だ
。
顔
で
も
洗
っ
て

出
直
し
て
来
い
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ

で
今
で
も
、
猫
は
暇
さ
え
あ
れ
ば
顔
を

洗
っ
て
ん
だ
と
。
そ
い
で
、
う
そ
を
教

え
た
ね
ず
み
の
姿
を
見
た
ら
、
追
い
か

け
て
い
る
ん
だ
と
。

　

も
う
一
匹
、
い
た
ち
も
本
当
は
仲
間

に
入
り
た
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
お
知
ら

せ
の
出
た
日
は
遠
く
に
用
事
に
行
っ

て
い
て
、
大
層
悔
し
が
り
神
様
に
「
お

い
ら
も
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。

も
一
度
や
り
直
し
て
下
さ
い
よ
お
〜
」

と
お
願
い
し
た
。
神
様
は
「
い
や
あ
、

話
を
聞
い
て
見
れ
ば
か
わ
い
そ
う
だ

け
ど
、
神
様
が
一
度
決
め
た
こ
と
を
や

り
直
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
の
代

わ
り
に
ほ
れ
、
ひ
と
月
に
一
度
お
め
え

の
日
を
こ
し
ら
え
て
や
る
か
ら
、
そ
れ

で
我
慢
し
ろ
」
そ
ん
な
訳
で
そ
の
月
の

一
番
初
め
の
日
を
「
い
ち
に
ち
」
と
言

わ
な
い
で
「
つ
い
た
ち
の
日
」
て
言
う

ん
だ
わ
。
そ
れ
で
い
た
ち
は
大
層
喜
ん

で
い
る
ん
だ
と
。

 

（
藤
田
浩
子
お
話
集
よ
り
）

朝
の
ま

だ
夜
の

星
が
残

る
う
ち

か
ら
の

っ
そ
り
、

の
っ
そ
り
歩

き
始
め
た
。
つ

の
の
か
げ
に
ね

ず
み
が
か
く
れ

て
い
る
な
ん
て
、

ち
い
っ
と
も
知

ら
な
い
で
門
の
前
で
待
っ
て
い
た
と
。

や
が
て
明
る
く
な
っ
て
神
様
が
門
を

開
け
た
。
牛
が
入
ろ
う
と
し
た
時
、
ね

ず
み
が
ピ
ョ
ン
と
飛
び
降
り
て
一
番

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
と
。
そ
ん
な

訳
で
牛
は
２
番
。

　

虎
は
、
１
番
に
な
り
た
く
て
日
の
出

と
と
も
に
走
っ
て
行
っ
た
ん
だ
け
ど
、

着
い
て
み
た
ら
ば
目
の
前
に
大
き
な

牛
の
尻
。
虎
は
大
層
く
や
し
が
っ
て
、

そ
れ
以
来
牛
の
尻
さ
え
見
れ
ば
噛
み

つ
く
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
と
。

　

兎
も
日
の
出
と
と
も
に
ピ
ョ
ン
ピ

ョ
ン
、
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
跳
ね
て
き
た
け

れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
虎
に
は
か
な
わ
な
い
。

４
番
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
。

　

蛇
と
竜
は
同
時
に
着
い
た
ん
だ
け

ど
、
蛇
が
何
百
年
も
修
行
し
て
竜
巻
と

い
う
大
風
を
起
こ
し
て
天
に
の
ぼ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
竜
に
な
る
ん
だ
そ

う
で
、
な
ん
と
ゆ
う
て
も
蛇
よ
り
え
ら

�
���
��
�

�

え 

と

　

早
い
も
の
で
、
�
�
�
�
年
も
残
す

と
こ
ろ
�
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
干
支
の
「
辰
」
も
そ
ろ
そ
ろ

来
年
の
「
巳
」
へ
引
き
渡
し
の
準
備
を

と
思
い
始
め
て
い
る
頃
で
し
ょ
う

か
？

　

中
国
か
ら
来
た
干
支
の
話
。
動
物
の

特
性
を
言
い
得
る
面
白
い
話
で
す
。
お

正
月
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
作
っ

て
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
に
語
っ
て

あ
げ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

む
か
し　

む
か
し
あ
っ
た
と

　

む
か
し
む
か
し
い
う
て
も
、
む
か
し

む
か
し
の
そ
の
ま
た
む
か
し
、
神
様
が

ま
だ
人
間
だ
の
動
物
を
作
っ
た
ば
っ

か
り
の
こ
ろ

　

神
様
が
そ
れ
ぞ
れ
の
動
物
の
年
を

こ
し
ら
え
て
く
れ
る
と
「
仲
間
に
入
り

て
え
も
ん
は
１
月
２
日
の
朝
、
門
の
前

さ
あ
集
ま
れ
」
と
お
知
ら
せ
を
出
し
た

ん
だ
と
。　

　

牛
は
そ
れ
を
聞
い
て
「
お
ら
も
仲
間

に
入
れ
て
も
ら
う
べ
え
、
で
も
お
ら
歩

く
の
が
の
ろ
い
か
ら
」
と
１
月
２
日
の
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一
に
加
え
た
り
。』
真
言
宗
黒
髪
山 
青  
龍  
寺 
の
末
寺
に

し
ょ
う 
り
ゅ
う 

じ

し
て
、
萬
冶
三
年 
僧  
善  
良 
之
を
再
興
せ
し
が
、
今
は
僅

そ
う 

ぜ
ん 
り
ょ
う

か
に
一
堂 
檐 
の
存
せ
る
あ
る
の
み
。（
処
・
金
谷
）

の
き

五　
 
鳶  
巣  
山  
の  
秋  
月 

と
び 

が 

す 

や
ま 
し
ゅ
う 
げ
つ

　

新
見
の
東
南
、 

美  
穀  
村 
に
接
す
る
所
、 

鳶  
ケ  
巣  
山 

み 

よ
し 

む
ら 

と
び 

が 

す 

や
ま

山
頂
に
古
城
史
跡
趾
あ
り
。 

楢  
崎 
右
京
太
夫 
利  
景 
の

な
ら 

さ
き 

と
し 

か
げ

 
據 
り
し
所
。
利
景
は

こ
う
む

 
宇 
多
   

源
氏
（
平
安
末
期
の
天
皇
、

う 

だ

宇
多
皇
子
敦
実
親
王
を
祖
を
祖
と
す
る
源
氏
）
の 
末 

ま
つ

 
葉 
に
し
て
、
南
北
朝
の
時
、
足
利
氏
に
属
し
、
こ
の

よ
う城

を
築
き
し
が
、
孫
三
郎
左
衛
門
慰
は
正
平
十
七
年

（
一
三
六
二
）、 

山  
名  
時  
氏 
の
南
朝
に
応
じ
て
足
利
氏

や
ま 

な 

と
き 

う
じ

に
叛
く
や
、 

鹽  
山  
城 
主 
多  
治  
目 
備
中
守
と
共
に
之
に

し
お 

や
ま 
じ
ょ
う 

た 

じ 

め

属
し
、
二
千
余
騎
を
率
い
、
松
山
城
主 
高  
越  
後  
守  
師 

こ
う
の 
え
ち 

ご
の 

か
み 

も
ろ

 
秀 
を
攻
む
。（
処
・
木
畝
）

ひ
で六　

 
小  
川 
の 
落  
雁 

お 

が
わ 

ら
く 

が
ん

　
 
新  
見  
冨  
士 
と
愛
宕
山
に
挟
ま
れ
、
清
く
流
れ
る 
熊 

に
い 

み 

ふ 

じ 

く
ま

 
谷  
川 
の
両
岸
に
は 
蘆  
萩 
の
広
が
り
、 

高  
尾  
村 
は
小
川

た
に 

が
わ 

あ
し
や 
お
ぎ 

た
か 

お 

む
ら

の
郷
に
、
毎
夜
途
絶
え
る
こ
と
な
く
雁
が
飛
来
し
て

い
た
と
言
う
。（
処
・
熊
谷
川
）

七　
 
愛  
宕  
山 
の 
暮  
雪 

あ
た 

ご 

や
ま 

ぼ 

せ
つ

　

藩
主
關
長
治
公
、
施
政
の
緒
に
就
く
や
、
殖
林
の

策
を
樹
て
、
遠
く
日
向
の
國
に
松
苗
を
求
め
て
之
を

封
内
に
移
植
せ
し
め
た
り
。
關
氏
約
二
百
年
の
治
積

は 
舊
時 
の
愛
宕
山
を
一
變
し
、
明
治
維
新
再
び
濫
伐

き
ゅ
う
じ

の
き
厄
に
逢
ふ
に
あ
た
り
、
日
向
松
な
る
が
故
に 
節 

ふ
し

な
く
、
脂
な
く
、 

反 
な
し
と
て
高
價
な
り
し
と
い
ふ
。

そ
り

（
処
・
風
木
空
）

八　
 
船  
川  
山 
の 
夜  
雨 

ふ
な 

か
わ 

さ
ん 

や 

う

　

城
山
（ 
常  
山 
）
に
隣
り
す
る
小
高
い
丘
の 
船  
川  
山 
に

じ
よ
う 
や
ま 

ふ
な 

か
わ 

さ
ん

は
百
千
本
の 
湘  
竹 
が 
鬱  
蒼 
と
し
た
竹
林
を
な
し
、
こ
こ

し
ょ
う 
ち
く 

う
っ 

そ
う

に
元
和
三
年
（
一
六
一
七
） 
洞  
谷  
山  
雲  
居  
寺 
の
末
寺
と

ど
う 

こ
く 

さ
ん 

う
ん 

ご
う 

じ

し
て
船
川
山 
安  
養  
寺 
が
開
基
さ
れ
た
。（
処
・
城
山
裾
）

あ
ん 

よ
う 

じ

一　
 
松  
原 
の 
壽 
�

ま
つ 

ば
ら 

じ
ゅ   
ふ
く 

松 　
ま
つ

　

元
禄
十
年
新
見
藩
主
初
代 
關  
長  
治 
公
、
美
作
津
山

せ
き 

な
が 

は
る

よ
り 
移  
封 
さ
る
る
や
、 

風  
木 
の
丘
上
に
、
厳
然
た
る

い 

ほ
う 

か
ざ 

き

官
邸
を
造
営
せ
ら
れ
、
本
丁
通
の
左
右
に 
近  
臣 
の
邸

き
ん 

し
ん

宅
を
、
こ
こ
に
大
道
を
通
じ
道
を
挟
ん
で
、
松
を
植

え
し
む
。
長
治
公
の
父
藩
祖 
長  
政 
公
は 
壽  
�  
院 
と
申

な
が 

ま
さ 

じ
ゅ 

ふ
く 

い
ん

せ
し
よ
り
、
後
世
に
記
念
す
べ
き
松
と
し
て
、 

一  
大 

い
ち 

だ
い

 
老  
松 
を
壽
�
の
松
と
称
し
、
沿
道
並
木
を
「
壽
�
の

ろ
う 
し
ょ
う

松
原
」
と
い
う
。（
処
・
本
町
）

二　
 
雲  
居  
寺 
の 
晩  
鐘 

う
ん 

ご
う 

じ 

ば
ん 
し
よ
う

 
洞  
谷  
山  
雲  
居  
寺 　

明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
新
見
の

ど
う 

こ
く 

さ
ん 

う
ん 

ご
う 

じ

 
風  
木  
上  
方 
洞
谷
山
の 
麓 
に
松
屋
和
尚
に
よ
っ
て
開
基

か
ざ 

き 

か
み 

か
た 

ふ
も
と

さ
る
る
。 

元  
龜 
天
正
の
頃
（
一
五
七
〇
〜
）、 
鳶  
ケ  
巣 

げ
ん 

き 

と
び 

が 

す

城
主 
徳  
光  
兵  
庫 
の
信
仰
厚
く
、
洞
谷
山
即
ち
雲
居
寺

と
く 

み
つ 
ひ
ょ
う 

ご

後
の 
大  
山  
林 
を
寺
領
に
寄
付
を
す
る
。
そ
の
後
、
毛

だ
い 

さ
ん 

り
ん

利
氏
の
為
に
攻
め
亡
ぼ
さ
れ
、
其
墓
今
雲
居
寺
に
あ

り
て
菩
提
を
弔
へ
り
。
丸
川
松
隱
先
生
洞
谷
山
雲
居

禪
寺
聖
地
に
眠
る
。（
処
・
風
木
）

三　
 
御  
崎 
の 
歸  
帆 

み 

さ
き 

き 

は
ん

　

山
岳 
重  
畳 
と
し
て
僅
か
に
高
梁
川
の
流
る
る
あ

ち
ょ
う 
じ
ょ
う

る
と
言
え
ど
も
、 

而 
も
其
沿
岸
多
く
は
断
崖
絶
壁
に

し
か

し
て
車
馬
の
往
来
を
許
さ
ざ
り
し
、
新
見
の
地
に
於

け
る
過
去
数
百
年
前
の
交
通
、
否
数
十
年
前
の
交
通

と
し
て
は
、
高
梁
川
の
水
運
は
実
に
唯
一
の
交
通
運

輸
の
線
た
り
し
な
り
。
こ
れ
が
水
路
の
開
鑿
を
な
し

た
る
は
、
松
山
藩
主 
水  
谷  
勝  
隆 
な
り
。（
処
・
水
船
）

み
ず 

の
や 

か
つ 

た
か

四　
 
金  
光  
山 
の 
夕  
照 

き
ん 

こ
う 

ざ
ん 

せ
き 
し
よ
う

　

上
市
村
大
字 
金  
谷 
、
高
梁
川
を
挟
み
て
新
見
村
を

か
な 

や

望
む
所
に 
金  
光  
山 
あ
り
。平
安
末
期 
元  
暦 
元
年
（
一
一

き
ん 

こ
う 

ざ
ん 

げ
ん 
り
ゃ
く

八
四
） 
甲  
辰 
二
月
源
頼
朝
の
家
来
、
武
将
梶
原
平
三
景

き
の
え 
た
つ

時
の
創
立
に
か
か
る
と
傅
ふ
。『
丸
川
松
陰
先
生
の
新

見
八
勝（
景
）を
選
ぶ
や
、
金
光
山
の
夕
照
と
し
て
其
の

　

新
見
に
は
、
古
き
時
代
か
ら
名
立
た
る
武
将
や
藩

主
に
よ
り
、 数
多 
の
歴
史
が
創
ら
れ
て
き
ま
し
た
。　

あ
ま
た

　

初
代
新
見
藩
主 
關  
長  
治 
公
以
来
、
約
二
百
年
の
治

せ
き 

な
が 

は
る

世
に
、
歴
代
藩
主
は
産
業
を
奨
励
す
る
な
ど
城
下
の

繁
栄
に
努
め
、
五
代
藩
主
關 
長  
誠 
公
は
学
問
に
も
深

な
が 

の
ぶ

く
関
心
を
よ
せ
、
浅
口
郡
は
西
阿
知
村
の
、
朱
子
学

者
丸
川 
松  
隱 
を
新
見
藩
校
（ 
思  
誠  
館 
） 

督  
学 
に 
招  
聘 

し
ょ
う 
い
ん 

し 

せ
い 

か
ん 

と
く 

が
く 

し
ょ
う 
へ
い

し
ま
し
た
。
松
蔭
は
山
田
方
谷
を
始
め
多
く
の
門
人

を
輩
出
し
ま
し
た
が
、
新
見
八
景
は
こ
の
松
陰
に
依

っ
て
江
戸
は
文
化
文
政
の
頃
に
選
ば
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
八
景
は
、
一
地
方
の
八
つ
の
景
勝
の
こ
と

で
、
日
本
で
は
琵
琶
湖
の
南
部
に
あ
る
八
景
を
、
中

国
の
瀟
々
八
景
に
擬
し
て
定
め
た
近
江
八
景
や
金
沢

八
景
（
横
浜
市
）
が
有
名
で
、
県
内
に
は
、
岡
山
藩

筆
頭
家
老
伊
木
忠
親
が
選
定
し
た
『
虫
明
八
景
』
も

あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
新
見
八
景
に
は
、
少
々
疑
問
の
処
が
一

カ
処
あ
り
、
阿
哲
郡
誌
の
中
に
は
、
名
勝
の
欄
に
熊

谷
川
の
「
龍
頭
」
が
、
八
景
に
「
龍
頭
の
晴
嵐
」
と

し
て
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
が
、

阿
哲
郡
誌
に
は
八
景
一
覧
が
記
載
さ
れ
た
頁
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
新
見
八
景
は
、
昭
和
３
年
に
発
行
さ

れ
た
「
阿
哲
案
内
」
に
、
三
好
敬
堂
の
漢
詩
と
共
に

記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
龍
頭

の
晴
嵐
」
は
な
く
「
松
原
の
寿
�
松
」
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
以
下
紹
介
し
ま
す
。

文
化
遺
産

�
�
�
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�
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史
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【
新
見
市
報
道
委
員
】

 

（
敬
称
略
）

　

定
岡　

豊
秋（
西
方
）

　

宮
田　

恵
介（
高
尾
）

　

木
村
貴
美
子（
哲
多
町
本
郷
）

　

稲
富　

晴
孝（
哲
多
町
成
松
）

　

四
木　

潤
一（
神
郷
高
瀬
）

　

安
立　

淳
子（
大
佐
田
治
部
）

　

上
田　

長
美（
神
郷
油
野
）

　

難
波　

美
帆（
哲
西
町
矢
田
）

　

小
郷　

昌
一

　
　

（
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
）

　

上
山　

晋

　
　

（
企
画
政
策
課
長
）

ちょっと�
ひといき�
Have a break.
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こ
の
春
か
ら　

年
間
ぶ
り
に
新
見
で

１９

暮
ら
す
よ
う
に
な
り
、
ま
ず
感
じ
た
事

は
、
昔
（
学
生
時
代
）
と
は
全
く
違
う
！

こ
れ
は
町
の
様
子
が
変
わ
っ
た
の
で
は

な
く
、
自
分
の
観
点
が
違
う
と
気
づ
き

ま
し
た
。
当
時
、
新
見
に
魅
力
を
感
じ

る
事
が
出
来
な
か
っ
た
私
は
、
新
見
に

は
な
い
何
か
を
求
め
て
こ
の
街
を
飛
び

出
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
戻
っ
て
き
て
、
当
時
感
じ

る
事
の
出
来
な
か
っ
た
新
見
の
人
々
の

温
か
さ
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
都
会
で
は
触
れ
る
こ
と
の
少
な

い
、�
人
と
の
つ
な
が
り
�
を
日
々
感
じ

て
い
ま
す
。

　

正
直
、
新
見
に
戻
っ
て
き
た
理
由
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
感
じ
た
か
ら
で

す
が
、
帰
っ
て
き
て
そ
の
思
い
は
一
変

 内  藤  仁 文   さん�

ない とう まさ ふみ

［西方・美容師］

し
、
こ
の
町
に
せ
っ
か
く
戻
っ
て
き
た

ん
だ
か
ら
、
私
が
こ
の
町
に
で
き
る
事

…
そ
れ
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

で
す
が
、
長
年
他
県
に
い
た
私
は
コ

ネ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、

そ
の
為
い
い
案
が
頭
を
か
す
め
て
も
私

だ
け
で
は
無
理
だ
と
感
じ
諦
め
る
と
い

っ
た
状
況
で
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に

は
出
来
ま
せ
ん
。

　

過
去
、
新
見
の
町
を
こ
こ
ま
で
活
性

化
さ
せ
た
世
代
も
、
次
の
世
代
に
委
ね

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
感
じ

て
い
る
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
次
の

時
代
を
担
う
者
と
し
て
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は
考
え
ま
す
。

　

こ
の
様
に
考
え
て
く
れ
て
い
る
�
次

の
時
代
を
担
う
者
�
は
他
に
も
い
る
は

ず
で
す
！
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
は
集
う

べ
き
で
す
！
一
人
で
考
え
て
い
て
も
一

人
役
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
人
々
が
繋
が

る
こ
と
で
、
発
想
性
や
行
動
力
は
何
倍

に
も
大
き
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
町
を
築
い
て
き
た
方
々
に
助
言

を
仰
ぎ
、
こ
の
町
に
生
き
る
次
の
世
代

と
し
て
成
す
べ
き
事
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？
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た �
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新
見
公
立
大
学　

看
護
学
部
2
年

 
藤  
井   
詩 
織
   

さ
ん

ふ
じ 

い 

し 

お
り

（
出
身 ‥

香
川
県
高
松
市
）

� � � � � �

�
�
�
�
�
�
�
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Hello!  My name is Stacey Jung and I come from San 
Francisco, California.  I just graduated from Harvard 
University this past May, where I studied Japanese art 
history and took half a year in 2010 to study abroad in 
Tokyo at Sophia University.  My love for all things Japan 
began when I was an elementary student.  I had a 
Japanese friend who introduced me to the food, the 
culture, and the language of Japan, and from then on I 
was in love.
I am very excited to be starting the next chapter of my life 
here in Niimi!  Niimi is unlike any of the other places I 
have lived - the nature is exquisite and the people are so 
welcoming.  My interests include enjoying the fresh air, 
baking, and pole vaulting (棒 高跳び).  I was a pole-vaulter 
in high school and college, but have now taken up karate -
 so if you see me at the gym, please don't hesitate to say 
hello!  The city has welcomed me in so many wonderful 
ways that I hope I can one day give back all the warmth 
and kindness they have shown me during my first few 
months here. よろしくおねがいします！

�

�

�

第　

通
��

 
池  
上   
宥 
昭
   

さ
ん
�　

※
俗
名：

い
け 

が
み 

ゆ
う 
し
ょ
う

 
昇  
吾 

し
ょ
う 

ご

僧
職（
宗
教
法
人
泉
涌
寺　

書
記
）

京
都
府
京
都
市
東
山
区（
出
身：

大
佐
田
治
部
）

　

現
在
は
御
縁
を

い
た
だ
き
、
京
都
東
山
・ 
泉  
涌  
寺 
の
役
僧
と

せ
ん 
に
ゅ
う 

じ

し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。「 
皇  
室  
香  
華  
院 
（
皇

こ
う 

し
つ 

こ
う 

げ 

い
ん

室
の
菩
提
寺
の
意
）」
と
し
て
「 
御  
寺 
」
の

み 

て
ら

称
号
で
呼
ば
れ
、
歴
代
の
天
皇
・
皇
后
・
親

王
様
の
御
尊
牌
（
位
牌
の
こ
と
）
を
祀
っ
て
お
り
、
毎

日
御
勤
め
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

同
郷
の
宗
教
者
・
山
室
軍
平
氏
は
「
ど
ん
な
場
面
に

直
面
し
て
も
今
は
修
行
中
だ
と
思
え
ば
、
渋
柿
か
ら
も

よ
き
教
訓
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
い
う
言
葉
を

遺
し
て
い
ま
す
。
僧
侶
の
資
格
を
取
る
た
め
の
定
め
ら

れ
た
「
修
行
」
は
終
わ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
今
後
は

日
々
に
感
謝
し
な
が
ら
「
修
行
」
し
、「
そ
の
時
」
が

来
れ
ば
� 
新
見 
�
に
戻
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と

　

侶
に
な
る
か
ら
、
普
通
の
大
学
へ
」
と

言
っ
て
、
仏
教
系
大
学
で
は
な
く
、
島
根

大
学
へ
進
学
し
史
学
（
日
本
中
近
世
史
）
を
専
攻
し

ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
上
洛
。
京
都
と
は
言
っ
て
も
大
半

は
醍
醐
寺
で
の
修
行
生
活
で
す
。
あ
ま
り
信
じ
て
も

ら
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
炎
の
上
を
渡
っ

た
り
、
一
〇
〇
ｍ
以
上
あ
る
断
崖
絶
壁
か
ら
吊
る
さ

れ
た
り
、
氷
点
下
の
中
で
滝
に
打
た
れ
た
り
…
と
非

日
常
の
経
験
を
数
多
く
し
ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら

当
た
り
前
の
日
常
が
ど
れ
だ
け
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
実
感
し
、
ま
た
自
分
の
周
り
に
い
る
人
た
ち
に
対

し
て
改
め
て
感
謝
の
念
を
感
じ
ま
し
た
。
一
番
辛
か

っ
た
こ
と
は
、
野
球
を
観
る
こ
と
・
す
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
こ
と
で
す
ね
（
笑
）

★

「
僧�

�
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�
�
�
�
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   　特産品に舌鼓
     　 ●ピオーネまつり

　�月��日�、草間のカルスト山荘でニューピオーネまつり＆わ
んこそば食い競争大会が開かれました。
　大粒で、市価の�～�割安のピオーネ販売コーナーに行列がで
きるなど、大勢の人でにぎわいました。
また、わんこそば食い競争には、市内外から��人が参加し、家族
の声援を受けながら、�分間で何杯食べられるかを競いました。
　来場者は草間の特産品を堪能し、秋の一日を楽しみました。

　　　工事の完了を祝う 　　　
　　　　 ●思誠小学校落成式 　 　　　

　��月�日�、思誠小学校で校舎改築落成記念式典
が行われました。
　校舎、プール、運動場、太陽光発電施設などの一連
の工事がすべて終了したことを、児童、教職員、来
賓、���など約���人で祝いました。
　式典後には、ゆずりは太鼓によるアトラクション
が行われ、お祝いに花を添えました。

　　　 美しい作品を鑑賞　　
　　　　 ●第６３回県美術展覧会　

　��月�日�～�日�の�日間、まなび広場にいみで
「第��回県美術展覧会（新見会場）」が開催されました。
　今回は、日本画・洋画など計�部門の���点が展示さ
れました。会場には、愛好者が次々と訪れ美しい作品
を熱心に鑑賞していました。

法令遵守と心のサービス　　
●職員意識改革特別講演会 　　　

　��月��日�、まなび広場にいみで、市職員を対象と

した「職員意識改革特別講演会」を開催しました。

　中国銀行頭取（高尾出身）の 宮  長  雅  人 さんをお招き
みや なが まさ と

し、「我々に課せられた役割とは何か－明日への努力

と倫理観」と題した講演をいただきました。宮長さん

は民間の立場から、法令遵守と心のサービスの大切さ

を語られました。
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長～い巻き寿司　大成功！　　
　 ●第26回神郷ふるさと祭　　 

　 まちがきれいになりました
 　  ●クリーンアップＥＣＯ運動

　��月��日�、市内各地で「クリーンアップＥＣＯ運
動」が実施されました。
　快適な生活環境を守り、清潔で美しいまちづく
りを目指すことを目的とした取り組みで、市民は
朝早くから、道路や公園など地域の美化運動に努
めました。
　クリーンアップ終了後、市役所前でごみ回収の出
発式を行い、集まったごみ�.�トンを回収しました。

　��月��日�、日本一の親子孫水車で、「第
��回神郷ふるさと祭」が開催されました。
　祭りのメインである「ジャンボ巻き寿司」
は、住民ら��人が参加し、息を合わせて��ｍ
の巻き寿司を完成させました。
　また、ステージでは地元小中学生による
踊り、神郷太鼓や備中神楽などの多彩なイ
ベントで盛り上がりました。

　 新見の安全を守る　　
　   ●にいみ日本一安全安心のまちづくり市民大会

　��月��日�、まなび広場にいみで、にいみ日本一安
全安心のまちづくり市民大会が行われました。
　この日は、岡山県の防災ヘリコプターによる災害救助
の実演や地域および学校で作成した防災マップの展示
などが行なわれました。
　来場者は、さまざまな体験を通して防災の意識を高
めていました。

 　昔ながらの手法を再現
   　 ●たたら体験学習

　��月��日�夕方から��日�にかけて、正田の
たたら製鉄操業施設で、中世たたら製鉄を再現
する体験学習会が開催されました。
　市内外から参加した���人が、炉の温度を調
節する“ふいご”を操作するなど、一昼夜かけ
て昔ながらの鉄作りに取り組みました。
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「
最
近
お
腹
が
ぽ
っ
こ
り
出
て
き

た
」「
ズ
ボ
ン
が
き
つ
く
な
っ
て
き

た
」
と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

こ
れ
は
、
お
な
か
に
脂
肪
が
つ
い

て
起
こ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
の
危
険
信
号
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
の
ま
ま
の
生
活
を
続
け
て
い
る
と
、

内
臓
の
周
り
に
た
っ
ぷ
り
つ
い
た
脂

肪
が
原
因
で
動
脈
硬
化
が
進
み
、
心

筋
梗
塞
、
脳
卒
中
な
ど
の
深
刻
な
病

気
に
か
か
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

【
図
１
】

　

み
な
さ
ん
が
健
康
で
楽
し
い
生
活

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ど

う
す
れ
ば
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
を
予
防
・
解
消
で
き
る
か
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
�
�
�
�　
　
　
　
　

　

〜
と
り
過
ぎ
に
注
意
し
て
内
臓
脂
肪

　

を
減
ら
そ
う
！
〜

　

必
要
以
上
の
栄
養
は
脂
肪
と
し
て
体

内
に
蓄
積
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
摂
取

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上

回
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
食
事
の
量
や

内
容
を
調
節
し
、
食
べ
方
に
も
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
お
か
わ
り
を
し
な
い

�
茶
碗
を
一
回
り
小
さ
い
も
の
に
す
る

�
お
か
ず
は
大
皿
に
盛
り
つ
け
ず
、

銘
々
皿
に
盛
る

�
外
食
す
る
と
き
は
、
単
品
で
は
な
く
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
定
食
を
選
ぶ

�
ラ
ー
メ
ン
、
そ
ば
、
う
ど
ん
な
ど
の

汁
を
残
す

�

�
�
�
�
�
�
�
�

�　

分
程
度
か
け
て
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛

２０ん
で
食
べ
る

�
野
菜
料
理
か
ら
食
べ
る

�
夜
遅
い
時
間
の
食
事
は
し
な
い

�
帰
宅
時
刻
が
遅
い
人
は
、
夕
方
に
パ

ン
や
お
に
ぎ
り
を
食
べ
、
帰
宅
後
の

食
事
量
を
減
ら
す

�
�
�
�
�　
　
　
　

　

〜
体
を
動
か
す
習
慣
を
身
に
つ
け
て

　

内
臓
脂
肪
を
燃
や
そ
う
！
〜

����������

１０：００～１０：３０千屋市民センター
月１１月１２日

１３：３０～１４：００菅生市民センター

１０：００～１１：００
おおさ総合センター火１１月１３日

１３：３０～１４：００

１０：００～１１：００
おおさ総合センター木１１月１５日

１３：３０～１４：００

１０：００～１１：００
神郷保健センター金１１月１６日

１３：３０～１４：００

１０：００～１１：００神郷保健センター
月１１月１９日

１３：３０～１４：００きらめき広場哲西

１０：００～１１：００
きらめき広場哲西火１１月２０日

１３：３０～１４：００

１０：００～１０：３０
井倉市民センター水１１月２１日

１３：００～１３：３０

１０：００～１０：３０草間公民館別館
（旧草間市民センター）木１１月２２日

１３：００～１３：３０

１０：００～１０：３０
豊永市民センター月１１月２６日

１３：００～１３：３０

※マンモグラフィ検査の定員はおおむね��人程度です。
※マンモグラフィ検査併用の受診者が集中した場合は、午後に回っていただ
くか、日を改めていただくことがあります。ご了承ください。

※詳細は、「新見市成人検診ガイドブック」を確認してください。
※対象地区の詳しい地区割りについては検診が近づきましたら広報します。

����������

１０：００～１０：３０

新見商工会議所

火１１月２７日
１３：００～１３：３０

１０：００～１０：３０
水１１月２８日

１３：００～１３：３０

１０：００～１０：３０
木１１月２９日

１３：００～１３：３０

１０：００～１０：３０
金１１月３０日

１３：００～１３：３０

１０：００～１１：００
哲多総合センター月１２月３日

１３：３０～１４：００

１０：００～１０：３０哲多総合センター
火１２月４日

１３：３０～１４：００新見市保健福祉センター

１０：００～１０：３０
新見市保健福祉センター水１２月５日

１３：００～１３：３０

　

食
事
だ
け
で
減
量
す
る
と
脂
肪
と
一

緒
に
筋
肉
も
落
ち
て
基
礎
代
謝
量
が
減

少
す
る
た
め
、
太
り
や
す
い
体
質
に
な

っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
食

生
活
の
改
善
と
合
わ
せ
て
運
動
を
行
い
、

筋
力
を
維
持
し
な
が
ら
効
率
よ
く
内
臓

脂
肪
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�

�
近
い
距
離
は
自
転
車
で
、
ま
た
は
歩

い
て
移
動
す
る

�
な
る
べ
く
階
段
を
使
用
す
る

�
家
の
中
や
庭
な
ど
の
掃
除
を
積
極
的

に
行
う

�
駐
車
場
か
ら
の
距
離
を
遠
く
に
し
て

少
し
で
も
歩
く

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予

防
・
解
消
す
る
た
め
に
は
、
有
酸
素
運

動（
＝
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
る
）と
筋
力
運

動（
＝
基
礎
代
謝
を
増
大
さ
せ
る
も
の
、

脂
肪
燃
焼
の
手
助
け
と
な
る
）
の
２
つ

の
運
動
を
組
み
合
わ
せ
る
と
効
果
的
で

す
。

　
　
　
　
　

分
以
上
の
連
続
運
動
を

２０

　
　
　
　

運
動
強
度
は
息
の
切
れ
な
い

　

程
度

　
　
　
　

筋
肉
を
増
強
す
る
た
め
週
に

　

２
〜
３
回
以
上
の
運
動
を

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
健
康
づ
く
り
係

　

（
�
�
６
１
２
９
）

�
�
�
�

�

�
�
�
�

�

�
�
�
�

�

食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
、
運
動
不
足
な
ど
に
よ
り�

内
臓
の
周
り
に
脂
肪
が
た
ま
る�

（
※
内
臓
脂
肪
型
肥
満
）�

内
臓
脂
肪
が
原
因
で�

心
筋
梗
塞�

動
脈
硬
化

動
脈
硬
化
が
促
進
促
進
さ
れ
る�

動
脈
硬
化
が
促
進
さ
れ
る�

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム�

脂
質
異
常�

高
血
圧�

高
血
糖�

※
腹
囲
で
男
性
で
８５
セ
ン
チ
以
上
、
女
性
で
９０
セ
ン
チ
以
上
の
状
態�

●中性脂肪値�
　150mg/dl以上�

●HDLコレステロール値�
　40mg/dl未満�

●最高血圧�
　130mmHg以上�
●最低血圧�
　85mmHg以上�

●空腹時血糖値�

　110mg/dl以上�

脳
出
血�脳

梗
塞�

【図1】
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��月�日（土）
新見市　太田病院 ������
庄原市　日伝医院 �����������
真庭市　近藤病院（内・外） ����������
真庭市　本山医院（内） ����������

��月�日（日）
新見市　新見中央病院 ������
庄原市　東城病院 �����������
真庭市　落合病院（内） ����������
真庭市　金田病院（外） ����������
真庭市　片岡医院（内） ���������

��月��日（日）
新見市　太田病院 ������
庄原市　三上クリニック �����������
真庭市　湯原温泉病院（内･外） ���������
真庭市　高田医院（外） ���������

��月��日（日）
新見市　渡辺病院 ������
庄原市　こぶしの里病院 �����������
真庭市　金田病院（内・外） ����������
真庭市　石賀医院（内） ����������

��月��日（金）
新見市　新見中央病院 ������
庄原市　東城病院 �����������
真庭市　勝山病院（内･外） ����������
真庭市　まにわ整形外科（外） ���������

��月��日（日）
新見市　長谷川紀念病院 ������
庄原市　瀬尾医院 �����������
真庭市　湯原温泉病院（内･外） ���������
真庭市　杉山医院（内） ���������

��月�日（日）
新見市　新見中央病院 ������
庄原市　東城病院 �����������
真庭市　近藤病院（内・外） ����������
真庭市　河本病院（内） ����������
真庭市　宮島医院（内） ����������

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（������）

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（������）
※受付時間　�：��～��：��　

��

��

　子どもの夜間の急な発熱、けいれんなど
の症状について当番の小児科医または看護
師などが電話で相談に応じるとともに受診な
どについて適切なアドバイスを行います。

■電話番号　����� または�������������
　　　　　　（＃����については、携帯電話およびプッ 
                     シュ回線固定電話のみご利用できます。）
■相談日時　�平日：��：��～��：��  

�土曜、日曜、祝日および��月��日 ～
　　　　　　　翌年�月�日： ��：��～��：��
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子 
　　　　　　どもおよびその保護者

���������������������������������
����������������������

高尾高西町・介護老人保健施設
「くろかみ」内

■問い合わせ先　市民課 地域医療係  （������）

新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日　診療時間：��：��～��：��
休 診 日：毎週土曜日、 日曜日 、 祝日 
診療科目：内科、小児科

����������
�����������

平成２４年４～６月生１３：００～１３：１５火１２月４日

※会場は、新見市保健福祉センターです。  
※各乳幼児健診については、対象者の保護者あてに別途ご案内します。
※育児相談、健康診査は、新見市に住民登録（住民票）のある人のみ
受けることができます。

���������	

�����������

平成２４年６月２６日～
７月３１日生

１３：００～１４：００水１１月７日

平成２４年８月生１３：００～１４：００水１２月５日

���������	
�
�����������

平成２４年１月生１３：００～１３：３０木１１月８日

���������	

�����������

平成２３年４月生１３：００～１３：１５火１１月１３日

���
����������

９：４５～１０：１５神郷保健センター
金１１月９日

１４：１５～１５：３０
備中県民局
新見地域事務所

９：４５～１１：００新見警察署
金１１月１６日

１３：００～１５：００Ａコープあしん

※��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血の経験があ
る人に限られます。

※身分確認ができる物を持参してください。

対象者　�～�か月の乳児をもつ保護者 
内　容　①離乳食のすすめ方（講話、離乳食の実演、試食） 
　　　　②小児科医師の講話「乳児期に気をつけたい病気のお話」 
 　　岡山大学医学部　小田　慈　教授 
　　　　③育児相談、離乳食相談など 
持参するもの　母子手帳、筆記用具、子ども用のスプーンとお茶、
　　　　　　　バスタオル 

���������	

�����������

平成２２年４月生１３：００～１３：３０水１１月２１日

��������
�����������

平成２１年４月生１３：００～１３：３０火１１月２７日

����������������������
����������������������
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一
定
の
面
積
規
模
を
越
え
る

土
地
を
売
買
な
ど
の
取
引
で
取

得
し
た
場
合
、
知
事
へ
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。

■
届
出
対
象

　

土
地
の
権
利
を
売
買
な
ど
の

契
約
に
よ
り
取
得
し
た
人
で
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
。

�
都
市
計
画
区
域
で
は
、５ ,
０

０
０
�
以
上

※
た
だ
し
、
市
街
化
区
域
で
は
、

２ ,
０
０
０
�
以
上

�
都
市
計
画
区
域
以
外
の
地
域

で
は
、
１
０ ,
０
０
０
�
以
上

■
届
出
期
限

　

土
地
売
買
な
ど
の
契
約
を
結

ん
だ
日
か
ら
、
契
約
日
を
含
め

て
２
週
間
以
内

■
届
出
先

　

土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
役
場
。

　

届
出
用
紙
は
市
役
所
企
画
政

策
課
・
県
民
局
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
岡
山
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.p
re
f.o
k
a

y
a
m
a
.jp
/p
a
g
e
/d
e
ta
il-2
9
7

7
3
.h
tm
l

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
届
け
出
を
し
な
い
場

合
、
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

企
画
政
策
課
政
策
係

　

（
�
�
６
１
１
４
）

　

犯
罪
被
害
者
週
間
は
、
犯
罪

被
害
者
な
ど
が
置
か
れ
て
い
る

状
況
や
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
名

誉
ま
た
は
、
生
活
の
平
穏
へ
の

配
慮
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、

国
民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
は
、
い
つ
誰
の
身

に
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

犯
罪
に
遭
わ
れ
た
人
と
そ
の
家

族
の
気
持
ち
を
思
い
や
り
、
あ

た
た
か
く
見
守
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
社
会
全
体
で
支
援
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
期
間
中
に
、
内
閣
府
や

岡
山
県
が
主
催
す
る
「
犯
罪
被

害
者
週
間
国
民
の
つ
ど
い
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
岡
山
県
く
ら
し

安
全
安
心
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

　
　

月　

日
�　

時　

分
開
会

１１

２８

１３

３０

■
場
所　

　

山
陽
新
聞
社
さ
ん
太
ホ
ー
ル

　

（
岡
山
市
北
区
柳
町
）

■
内
容　

　

基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

　

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

　

ま
た
、
犯
罪
被
害
者
な
ど
の

相
談
窓
口
を
岡
山
県
、
お
か
や

ま
被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

本
市
に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
く
ら
し
安
全
安
心
課

　

（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
７

　

２
５
９
）

　

お
か
や
ま
被
害
者
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
岡
山
県
警
察
本

�
�
�
�

部
内
）

　

（
�
０
８
６
�
２
３
３
�
８

３
４
９
）

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

（
�
�
６
１
２
６
）

　

従
業
員
を
１
人
で
も
雇
用
し

て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加

入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
手
続
き
が

ま
だ
の
事
業
主
は
、
加
入
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
労
働
保
険
の
事
務
処

理
を
代
行
し
て
行
う
労
働
保
険

事
務
組
合
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
見

　

（
�
�
３
１
５
１
）

　

新
見
労
働
基
準
監
督
署

　

（
�
�
１
１
３
６
）

　

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
は
、
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

相
談
を
受
け
付
け
る
専
用
相
談

電
話
で
す
。
電
話
は
最
寄
り
の

法
務
局
・
地
方
法
務
局
に
つ
な

が
り
、
相
談
は
法
務
局
職
員
や

人
権
擁
護
委
員
が
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
電
話
番
号　

　

�
０
５
７
０
�
０
７
０
�
８

　

１
０
（
通
話
料
有
料
）

■
受
付
時
間　

　

平
日
の
８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

１５

　

な
お
、　

月　

日
�
か
ら　

１１

１２

１８

日
�
ま
で
は
、
受
付
時
間
を

８
時　

分
か
ら　

時
ま
で

３０

１９

（
土
・
日
曜
は　

時
か
ら　

時

１０

１７

ま
で
）
に
延
長
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

岡
山
地
方
法
務
局

　

（
�
０
８
６
�
２
２
４
�
５

７
６
１
）

　

新
見
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

で
は
、
知
的
障
が
い
を
持
つ
子

ど
も
た
ち
の
自
立
・
社
会
参
加

を
願
い
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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��������������

　

活
動
の
一
環
と
し
て
、講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。（
参
加
無
料
）

■
日
時

　
　

月　

日
�

１１

１７

　
　

時
〜　

時　

分

１５

１６

４０

■
場
所

　

新
見
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ル
ー
ム

■
演
題
・
講
師

�「
特
性
理
解
に
基
づ
く
個
別

支
援
〜
実
践
事
例
を
通
し
て

見
え
て
く
る
も
の
〜
」　

�
岡
山
白
ゆ
り
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー

　
　

所
長　
 
石  
原 　
 
忍 　

先
生

い
し 

は
ら 

し
の
ぶ

　■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

　

事
務
局　

学
校
教
育
課
内

　

（
�
�
６
１
４
６
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
法
律
問
題
に
つ

い
て
、
司
法
書
士
が
面
談
や
電

話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時

　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

１１

１８

１０

１６

■
場
所　

や
ま
び
こ
広
場
神
郷

■
相
談
料　

無
料

■
予
約　

不
要

■
相
談
内
容

　

相
続
、
遺
産
分
割
、
成
年
後

見
、
夫
婦
・
親
子
関
係
、
近

隣
関
係

　

交
通
事
故
、
不
動
産
の
登
記

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
金
な
ど　
　

※
そ
の
他
、
司
法
書
士
が
相
談

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
法

律
問
題
全
般

■
電
話
に
よ
る
相
談

　

�
０
１
２
０
�
２
２
２
�
０

　

７
９

※
相
談
会
当
日
の
み
つ
な
が
り

　

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
中

　

国
ブ
ロ
ッ
ク
会
事
務
局

　

�
０
８
２
�
２
２
１
�
５
３

　

４
５
（
９
時
〜　

時
）

１７

　

方
谷
に
関
す
る
勉
強
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
開
催
日

　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

１１

２５

１３

１５

■
場
所

　

新
見
市
大
佐
小
南
３
２
３
番

地
３

　

山
田
方
谷
記
念
館
研
修
室

■
参
加
料　

３
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

山
田
方
谷
記
念
館

　

（
�
�
４
０
５
９
）

　

献
体
と
は
、
死
後
、
自
分
の
遺

体
を
医
・
歯
学
生
の
解
剖
実
習
の

た
め
に
、
大
学
へ
無
償
で
提
供
す

る
こ
と
で
す
。

　

解
剖
実
習
は
、
人
体
の
構
造

を
知
る
た
め
の
大
切
な
学
問
で

す
。
こ
の
大
切
な
学
問
の
た
め
に

遺
体
を
寄
贈
す
る
こ
と
は
、「
良

い
医
師
、
医
療
従
事
者
」
を
育
て

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
献
体

に
つ
い
て
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
大
学
医
学
部
内

　

「
と
も
し
び
会
」

　

�
０
８
６
�
２
３
５
�
７
０
９
２

　

岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支

�����������

所
で
は
、
精
神
科
医
師
・
保
健

師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
開

催
し
ま
す
。　

■
日
時
（　

月
･　

月
分
）

１１

１２

●
精
神
科
医
師
に
よ
る
心
の
健

康
相
談

　
　

月
１
日
�

１１

　

９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

　
　

月
６
日
�

１２

　

９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

　
　

月　

日
�

１２

２１

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１４

３０

１６

３０

●
思
春
期
心
の
健
康
相
談

　
　

月
８
日
�

１１

　
　

時
〜　

時

１５

１７

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
岡
山
県
備
中
県
民
局
新
見

地
域
事
務
所
内
）

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も

し
て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所
へ
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
�
�
５
６
９
１
）

　

養
蜂
振
興
法
が
一
部
改
正
さ

れ
、
平
成　

年
１
月
か
ら
、
養

２５

蜂
業
者
だ
け
で
な
く
、
趣
味
で

蜜
蜂
を
飼
育
す
る
人
も
「
蜜
蜂

飼
育
届
」
の
提
出
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
す
。

■
対
象
者

　

蜜
蜂
の
飼
育
者
。
た
だ
し
、

除
外
規
定
が
あ
り
ま
す
。

■
届
出
時
期　

毎
年
１
月
下
旬

■
届
出
事
項

　

届
出
者
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
飼
育
場
所
、
飼
育

蜂
群
数
な
ど
。

■
そ
の
他

�
届
け
出
を
行
な
わ
な
い
、
ま

た
は
虚
偽
の
届
け
出
を
し
た

と
き
は
、　

万
円
以
下
の
過

１０

料
に
処
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

�
申
請
書
・
除
外
規
定
は
、
岡

山
県
畜
産
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
備
中
県
民
局　

農
畜

産
物
生
産
課　

畜
産
第
二
班

（
新
見
市
高
尾
２
４
０
０
）

　

�
�
９
１
６
６

�
�
�
�
�
�
�
�
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ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

�

月
の
休
館
日

��

�
�
�

�
��

�
�
�

�
�
�
�

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書などは、この�施設のどこ
でも返却できます。  ただし、この�施設が所蔵する図書などに限ります。

休館日�■■�����
新見市新見��� 番地� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■���������	
����
新見市大佐小阪部����番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��　土・日・祝…�：��～��：��）

休館日�■■��������	
��

�

新見市神郷下神代����番地 （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）

休館日�■■�����
新見市哲西町矢田����番地 （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
����
新見市哲多町本郷���番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
�
新見市西方���� 番地� （������  ���������）
������������	
��		�	
���������	
������������	
�

１１月３日�　１３：００～　としょかんまつり（哲西）
１１月１０日�　１４：００～　読書週間こどもお楽しみ会（新見）
　　　　　　１５：００～　こども映画会（新見）
　　　　　　１４：００～　子ども映画会（哲西）
１２月１日�　１４：００～　国際ふれあい講座（新見）

��������	
����
�����

おやじネコは縞模様
 群 　ようこ／著　文藝春秋　２０１２年
むれ

みきママのめちゃうま！おうちごはん
みきママ／著　主婦と生活社　２０１２年

どんぐりむらのおまわりさん
なかや　みわ／著　学研教育出版　２０１２年

もらい泣き
 冲  方 　 丁 ／著　集英社　２０１２年
うぶ かた とう

第��回読書週間　��月��日�～��月�日�
　　��������	

■読書週間行事
・新見　おすすめ本、小学生調べ学習の作品展示、
　　　　図書館行事ミニ写真展など
・哲西　職員のおすすめ本、利用者のおすすめ本

土金木水火月日

���

��������

��������������

��������������

������������

�������

シリーズ累計��万部の大ヒットレ
シピ本第�弾。人気ブログ「藤原
家の毎日家ごはん。」発、家族が
喜ぶ簡単豪華な家庭料理のアイ
デアが満載です。　節約ごちそう
レシピ���点掲載。

ある日突然、ベランダに現れた
外ネコしまちゃん。ちっこい目
で「なんか、くれえ」と念力を
送るが、愛想はまるで無し。不
思議に気になるこのおやじネコ
と群さんの交流は、やがて終わ
りを迎えます。ほか、大好物の
イチジクを�列に残すチワワな
ど、なにを考えているかわから
ない動物たちの振る舞いが人間
臭い、動物エッセイ最新版。

どんぐりむらの住民達を通して色々
なお仕事を知ることができる人気
シリーズ。ぼうしやさん、パンやさ
んに続いて第�弾はおまわりさん。
どんぐりむらのおまわりさんは、今
日も朝から大忙し。パトロール、交
通整理、木から降りられなくなった
男の子・いっちの救出、まてばじ
いさんの失くし物の捜索…おまわり
さんに憧れ、こどもおまわりさんと
して頑張るいっちと、おまわりさん
との交流を描く絵本。

一族みんなに恐れられていた厳格
な祖母が亡くなった。遺品の金庫の
中に入っていた意外な中身は？「金
庫と花丸」東日本大震災の後、福島
空港で車がなく途方にくれる著者に
「乗りますか」と声をかけてくれた人
の思い出。「インドと豆腐」視力薄弱
の子供を抱えた父親。奮闘する彼を
救った感動のプレゼントとは。「ぬい
ぐるみ」思わず、ホロリ。実話を元に
創作した、��話のショートストーリー＆
エッセイ集。

��
�



����������
��������������

��������������	
い ふう らい

新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�月曜日

�����

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※中学生以下は入館無料

〈
企
画
展
〉

　

海
を
ま
る
ご
と
創
る
と
い
う
途
方
も
な

い
挑
戦
。
猪
風
来
は
、
こ
の
あ
た
た
か
な

豊
饒
の
海
「
黒
潮
の
海
」
の
優
し
さ
や
大

ら
か
さ
、
ま
た
激
し
さ
を
縄
文
造
形
し
、

　

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
巨
大
作
品
を
創
作
。

１０細
部
の
縄
文
文
様
の
美
し
さ
と
大
き
く
う

ね
り
渦
巻
い
て
い
く
全
体
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
造
形
。
そ
し
て
、
自
然
を
抱
こ
う
と

す
る
女
神
た
ち
が
醸
し
出
す
壮
大
な
ド
ラ

マ
が
表
現
さ
れ
た
縄
文
野
焼
き
作
品　

点
１５

を
展
示
。
あ
ま
り
の
大
き
さ
の
た
め
１
９

９
９
年
に
２
日
間
の
み
海
辺
に
展
示
さ
れ

た
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
未
発
表
の
如
く
な

る
幻
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

高
覧
く
だ
さ
い
。

��

�
�
�
�
�
�
	


�
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海
は
地
球
の
羊
水
。
生
命
の
ゆ
り
か
ご

の
ご
と
く
満
ち
、
万
物
の
生
命
を
運
ぶ 
豊 

ほ
う

 
饒 
の
流
れ
と
な
る
。
魚
が
群
れ
な
す 
珊  
瑚 

じ
ょ
う 

さ
ん 

ご

を
育
み
、
季
節
を
運
ん
で
春
を
告
げ
る
。

　

１
９
９
６
年
〜
１
９
９
９
年
に
か
け
て

沖
縄
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
手
が
け
た

猪
風
来
は
、
沖
縄
の
古
層
か
ら
続
く
「
女

の
祭
」
の
中
に
自
然
と
一
体
に
な
り
豊
饒

を
祈
る
女
の
精
神
世
界
を
見
い
だ
し
感
銘

を
受
け
た
。「 
竜  
宮 
ニ
ガ
イ
」（
海
鎮
め
）

り
ゅ
う 

ぐ
う

と
い
う
祭
で
は
女
た
ち
が 
司 
を
中
心
に
海

つ
か
さ

に
向
か
っ
て 
神  
詞 
を
唱
い
、
海
を
あ
や
し
、

か
み 

う
た

海
を
抱
き
、
豊
漁
と
男
た
ち
の
無
事
を
祈

り
ま
す
。
海
は
人
々
に
恵
み
を
も
た
ら
し
、

命
を
運
ぶ
大
き
な
黒
潮
と
な
っ
て
巡
る
。

会
期
▼
〜　

月　

日
�
ま
で

��

��

�����

し
続
け
る
「
路
」
の
精
神
と
、
日
本
を
愛
し
、

日
本
美
を
追
求
す
る
一
貫
し
た
姿
勢
と
情
熱

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
箱
根
・
芦
ノ
湖　

成
川
美
術
館

所
蔵
作
品
を
中
心
に
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ

た
「
路
」
シ
リ
ー
ズ
か
ら
印
象
派
・
ジ
ャ
ポ
ニ

ズ
ム
を
経
て
装
飾
的
や
ま
と
絵
を
現
代
に
再

構
築
し
た
近
年
の
作
品
、
そ
し
て
『
文
藝
春
秋
』

の
表
紙
絵
ま
で
未
公
開
作
品
を
含
む
お
よ
そ

　

点
に
よ
り
、　

世
紀
の
巨
匠
・
平
松
礼
二
の

６３

２１

幻
想
的
で
華
麗
な
美
の
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。

●観覧料
　一　般…���（���）円　中高生…���（���）円
　小学生…���（���）円
　（　）内は��人以上の団体料金

★市内小中学生は、「こころふれあいパスポート」
　提示で観覧無料

新見市西方���番地（������）

晩秋の池

　

平
松
礼
二
（
１
９
４
１
�
）
画
伯
は
、
日
本

画
の
革
新
を
掲
げ
た
横
山
操
に
憧
れ
、
高
校
在

学
中
か
ら
川
端
龍
子
率
い
る
青
龍
展
に
出
品
、

龍
子
や
横
山
操
の
薫
陶
を
受
け
ま
す
。
青
龍
社

解
散
後
は
、
創
画
会
を
経
て
無
所
属
で
作
品
を

発
表
、
１
９
７
７
（
昭
和　

）
年
に
は
ラ
イ
フ

５２

ワ
ー
ク
と
な
る
「
路
」（
み
ち
）
シ
リ
ー
ズ
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
１
９
８
４（
昭
和　

）年

５９

に
は
若
手
の
日
本
画
家
ら
と
と
も
に
会
派
を

越
え
「
横
の
会
」
を
結
成
、
そ
の
中
心
的
作
家

と
し
て
活
躍
し
ま
す
。
そ
の
後
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
ビ
ル
群
、
モ
ネ
を
は
じ
め
と
す
る
ジ
ャ
ポ

ニ
ズ
ム
の
研
究
を
経
て
生
ま
れ
た
華
麗
な
作

品
、
日
本
画
の
原
点
で
あ
る
装
飾
性
高
い
作
品

と
、
時
代
ご
と
に
様
々
な
展
開
を
見
せ
ま
す
が
、

そ
の
根
底
に
は
生
涯
の
テ
ー
マ
と
し
て
制
作

�
�
�
�
��

会
期
▼
〜　

月
�
日
�
ま
で
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�
�
�
�
�
��
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黒潮の海（女神たち）



������������
������������

� � ���� ��� ���

�
��
�

�
��
��
�
����から

����まで

�����

大井野紅葉まつり
���：��～��：��
�大佐源流公園野外ゾーン
�大佐支局（�����）

三室峡紅葉まつり
���：��～��：��
�三室総合案内所
�神郷支局（�����）

��

��
岡山県統一 ノーレジ袋デー
�参加各店舗（市内��店舗）
�生活環境課環境保全係
　（�����）

�
犯罪ゼロの日
合同防犯パトロール
���：��～��：��
�新見市内
�生涯学習課（�����）

秋季全国火災予防運動
　（～��日）

交通事故相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�生活環境課生活交通係
　（�����）

�

��
ＮＨＫ公開収録
「ベストオブクラシック」
���：��～��：��
�まなび広場にいみ大ホール
�企画政策課政策係（�����）

新見市手をつなぐ育成会
講演会
���：��～��：��
�新見市保健福祉センター
　多目的ルーム
�学校教育課（�����）

��
心配ごと相談
��：��～��：��
�やまびこ広場神郷
�新見市社会福祉協議会　
　神郷支所（�����）

人権・行政相談
��：��～��：��
�やまびこ広場神郷
�神郷支局（�����）

��

��
牧阿佐美バレヱ団
「白鳥の湖」公演
���：��～��：��
�まなび広場にいみ大ホール
�生涯学習課文化振興係
　（�����）

�����������
新見市優良丸太共進会
��：��～��：��
�岡山県森林組合連合会新見支所
�農林課林業振興係（�����）

����
ステップアップ講座����
���：��～��：��
�まなび広場にいみ学習室
�企画政策課広報係（�����）

��
人権啓発講演会
���：��～��：��
�高梁総合文化会館
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

��

��
人権・行政相談
���：��～��：��
�おおさ総合センター
�大佐支局（�����）
��：��～��：��
�新郷市民センター
�神郷支局（�����）
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

�

献血
��：��～��：��
�神郷保健センター
���：��～��：��
�備中県民局新見地域事務所
�健康づくり課健康支援係
　（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�新見市社会福祉協議会　
　哲西支所（�����）

心配ごと相談
���：��～��：��
�おおさ総合センター
�社会福祉協議会大佐支所
　（�����）
��：��～��：��
�新郷市民センター
�社会福祉協議会神郷支所
　（�����）

献血
��：��～��：��
�新見警察署
���：��～��：��
�Ａコープあしん
�健康づくり課健康支援係
　（�����）



� ��� � � ���� ��� ���

�������������

���
登記相談
���：��～��：���市役所本庁舎�階相
談室�総務課総務係（�����）

行政相談
��：��～��：���きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

心配ごと相談
��：��～��：���きらめき広場・哲西
�新見市社会福祉協議会
　哲西支所（�����）

��
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�新見市社会福祉協議会
　哲多支所（�����）

�
大佐ふるさとまつり
��：��～��：��
�おおさ総合センター
�大佐支局（�����）

第��回新見市
しんごう湖畔マラソン
���：��～��：��
�神郷温泉周辺
�神郷支局（�����）

������
人権・行政相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�哲多支局（�����）

������
新見Ａ級グルメフェア
����
���：��～��：��
�まなび広場にいみ
�商工観光課（�����）

一日消防団長
��：��～
�市民ホール
�消防本部総務課消防団係
　（�����）

����
人権・行政・家庭児童・母父子相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

登記相談
���：��～��：��
�市役所本庁舎�階相談室
�総務課総務係（�����）

������
第��回 新見市駅伝競走
大会
��：��～��：��
�新見市哲多支局前
�生涯学習課スポーツ振興係
　（�����）

����������������

����
人権相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

登記相談
���：��～��：��
�市役所本庁舎�階相談室
�総務課総務係（�����）

���

備中地区社会教育実践
研究交流会第�回大会
���：��～��：��
�まなび広場にいみ大ホー
ル他�生涯学習課生涯学習
係（�����）

心配ごと相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�新見市社会福祉協議会 
　本所（�����）

心配ごと相談 
法律相談（要予約）
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�新見市社会福祉協議会 
本所（�����）

心配ごと相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�新見市社会福祉協議会 
　本所（�����）
��：��～��：��
�哲多総合センター
�新見市社会福祉協議会
　哲多支所（�����）
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■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市  〒���－���� 新見市新見���番地�
　新見市総務部企画政策課　������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�����������	
　携帯電話でもご覧になれます

平成��年��月 号   平成��年��月�日 N o.��

★��月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は��月��日）

ハッピー�
バースデー�

総人口��� ���人  男��� ���人 女��� ���人 世帯数��� ���世帯   （平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���

■ひとのうごき （　 ）内は前月比較

　総人口　������人（－��人）

　　男　　������人（－��人）

　　女　　������人（－��人）

　出生…��人　 転入…��人

　死亡…��人　 転出…��人

　世帯数　������世帯（－��世帯）

　（平成��年�月末日現在）

�������

今月、満�歳になる
子どもたちです。
これからも元気で
大きくなってね！

■国民健康保険税 ５期
　（納期限：��月��日）

■介護保険料 ５期
　（納期限：��月��日）

■後期高齢者医療保険料 ５期
　（納期限：��月��日）
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